
清水第二跨道橋（p.32）

小原橋（p.30）

中央区立晴海西小学校・
中央区立晴海西中学校（p.38）

熊野川河口大橋（p.20）

三遠道路 7号橋（p.26）

布ヶ滝橋（p.28）

馬場山寺高架橋（p.24）

PC プレス　2024 ／ Sept. ／ Vol.035  　10

高柳第二高架橋（p.22）

弥富高架橋（下り線）
床版取替工事（p.42）

仲田橋床版取替工事（p.44）
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♯003

前年度に新たに誕生したPC構造物を特集しました。令和５年度に竣工、あるいは供用を開始した
PC構造物について景観、デザイン、施工、さらにPC技術への貢献、PC技術の普及拡大等の観点から
4部門・17作品を選考しました。
これらの作品により、PC技術やPC構造物の素晴らしさ、あるいは社会資本整備に取り組む
私たちの真摯な姿をお伝えできればと願っております。

凡　例

橋梁部門 容器部門

建築部門 補修・補強部門

北丘高架橋（p.12）

袋川橋（p.14）

大浜第２高架橋（p.18）

エディオン
ピースウイング広島（p.36）

容谷橋他１橋
床版取替工事（p.40）

松浦 4号橋（p.16）

延命配水池（p.34）

new facesPCのニューフェイスたち
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与
那
原
・
南
風
原
バ
イ
パ
ス
は
、
沖
縄
県

東
部
と
那
覇
市
中
心
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
で
す
。与
那
原
・
南

風
原
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
①
一
般
国
道

３
２
９
号
の
渋
滞
緩
和
な
ら
び
に
物
流
、観

光
拠
点
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、②
中
城

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
型
商
業

施
設
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ

び
③
救
急
医
療
活
動
の
支
援
の
３
つ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
丘
高
架
橋
は
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
構

造
物
で
、架
橋
位
置
は
、沖
縄
県
島
尻
郡
南

風
原
町
に
位
置
し
て
お
り
、那
覇
市
中
心
部

ま
で
約
10
㎞
と
い
う
利
便
性
の
良
さ
か
ら

近
年
は
人
口
が
増
加
し
、朝
夕
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
は
著
し
い
交
通
渋
滞
が
発
生
し

て
い
ま
す
。近
隣
に
は
沖
縄
県
立
南
部
医
療

セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

緊
急
車
両
の
走
行
も
多
い
路
線
で
、施
工
中

に
は
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
完
成
時
期
を

問
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
地
域
に
お
け
る
期

待
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
橋
の
架
設
は
、当
初
、昼
間
施
工
の
架

設
桁
架
設
工
法
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
地
元
自
治
会
、
警
察
、
発
注
者
と
協

議
を
繰
り
返
す
中
で
施
工
方
法
が
見
直
さ

れ
大
き
な
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
径
間
目
は
く
さ
び
式
支
保
工
を
架
設

位
置
に
組
み
立
て
、
支
保
工
の
上
で
主
桁

製
作
を
行
い
ま
し
た
。2
径
間
目
以
降
は

1
径
間
目
の
橋
面
上
で
主
桁
製
作
を
行
い
、

二
組
架
設
桁
架
設
工
法
に
よ
り
主
桁
を
次

径
間
へ
引
き
出
し
架
設
を
行
い
ま
し
た
。

2
径
間
目
の
架
設
お
よ
び
3
径
間
目
以
降

の
引
き
出
し
は
、
交
通
量
の
多
い
交
差
点

上
空
を
通
過
す
る
た
め
、
夜
間
に
交
通
規

制
を
行
い
作
業
し
ま
し
た
。夜
間
架
設
時

は
、地
域
住
民
の
見
学
者
も
あ
り
、施
工
方

法
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、

架
設
方
法
の
動
画
を
作
成
し
、
現
道
沿
い

に
設
置
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
用

い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
橋
は
、
両
側
を
交
通
量
の
多
い
供
用
道

路
に
挟
ま
れ
て
い
た
た
め
、ク
レ
ー
ン
や
ポ
ン
プ

車
等
の
使
用
に
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
者
災
害
の
防
止
・
飛
来
落
下
災

害
の
防
止
に
注
力
し
施
工
を
行
い
ま
し
た
。施

工
期
間
中
は
、
台
風
の
影
響
で
作
業
が
で
き

The bridge that plays a part in easing traffic congestion
渋滞緩和の一翼を担う架け橋

Kitaoka Viaduct

01.

よ　

な　
ば
る　
　
　
　
は　
え　
ば
る

な
い
期
間
も
あ
り
工
程
管
理
は
非
常
に
難
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。品
質
管
理
に
お
い
て

は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
沖
縄
特
有
の
ス

コ
ー
ル
対
策
を
行
い
、
常
に
覆
い
が
設
置
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。沖
縄
県
は
塩
分
の

飛
来
も
多
い
こ
と
か
ら
、
鉄
筋
は
現
場
搬
入

前
に
防
錆
材
を
塗
布
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

前
に
は
水
道
水
で
型
枠
内
を
洗
浄
し
、
集
水

塩
分
濃
度
が
初
期
塩
分
濃
度
と
同
等
と
な
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
打
ち
込
み
を
始
め

ま
し
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
、型
枠
の一部

に
透
明
型
枠
を
用
い
て
、
締
固
め
充
填
状
況

を
入
念
に
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
橋
梁
の
施
工
は
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
無

事
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

渋
滞
緩
和
と
地
域
の
防
災
と
周
辺
地
域

の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱ 

松
崎 

純
哉
﹈

北丘高架橋(UP3,DP3 ～ UDP3)
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与
那
原
・
南
風
原
バ
イ
パ
ス
は
、
沖
縄
県

東
部
と
那
覇
市
中
心
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
で
す
。与
那
原
・
南

風
原
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
①
一
般
国
道

３
２
９
号
の
渋
滞
緩
和
な
ら
び
に
物
流
、観

光
拠
点
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、②
中
城

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
大
型
商
業

施
設
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ

び
③
救
急
医
療
活
動
の
支
援
の
３
つ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
丘
高
架
橋
は
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
構

造
物
で
、架
橋
位
置
は
、沖
縄
県
島
尻
郡
南

風
原
町
に
位
置
し
て
お
り
、那
覇
市
中
心
部

ま
で
約
10
㎞
と
い
う
利
便
性
の
良
さ
か
ら

近
年
は
人
口
が
増
加
し
、朝
夕
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
は
著
し
い
交
通
渋
滞
が
発
生
し

て
い
ま
す
。近
隣
に
は
沖
縄
県
立
南
部
医
療

セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

緊
急
車
両
の
走
行
も
多
い
路
線
で
、施
工
中

に
は
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
完
成
時
期
を

問
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
地
域
に
お
け
る
期

待
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
橋
の
架
設
は
、当
初
、昼
間
施
工
の
架

設
桁
架
設
工
法
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
地
元
自
治
会
、
警
察
、
発
注
者
と
協

議
を
繰
り
返
す
中
で
施
工
方
法
が
見
直
さ

れ
大
き
な
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
径
間
目
は
く
さ
び
式
支
保
工
を
架
設

位
置
に
組
み
立
て
、
支
保
工
の
上
で
主
桁

製
作
を
行
い
ま
し
た
。2
径
間
目
以
降
は

1
径
間
目
の
橋
面
上
で
主
桁
製
作
を
行
い
、

二
組
架
設
桁
架
設
工
法
に
よ
り
主
桁
を
次

径
間
へ
引
き
出
し
架
設
を
行
い
ま
し
た
。

2
径
間
目
の
架
設
お
よ
び
3
径
間
目
以
降

の
引
き
出
し
は
、
交
通
量
の
多
い
交
差
点

上
空
を
通
過
す
る
た
め
、
夜
間
に
交
通
規

制
を
行
い
作
業
し
ま
し
た
。夜
間
架
設
時

は
、地
域
住
民
の
見
学
者
も
あ
り
、施
工
方

法
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、

架
設
方
法
の
動
画
を
作
成
し
、
現
道
沿
い

に
設
置
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
用

い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
橋
は
、
両
側
を
交
通
量
の
多
い
供
用
道

路
に
挟
ま
れ
て
い
た
た
め
、ク
レ
ー
ン
や
ポ
ン
プ

車
等
の
使
用
に
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
者
災
害
の
防
止
・
飛
来
落
下
災

害
の
防
止
に
注
力
し
施
工
を
行
い
ま
し
た
。施

工
期
間
中
は
、
台
風
の
影
響
で
作
業
が
で
き

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

北丘高架橋（きたおかこうかきょう）

内閣府 沖縄総合事務局
ドーピー建設工業・大米建設 JV
沖縄県島尻郡南風原町宮平地内
令和3年12月～令和6年3月
上り線：4径間連結 PCコンポ橋
下り線：3径間連結 PCコンポ橋

上り線：136.0ｍ  下り線：131.0ｍ

45.0ｍ
架設桁架設

な
い
期
間
も
あ
り
工
程
管
理
は
非
常
に
難
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。品
質
管
理
に
お
い
て

は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
沖
縄
特
有
の
ス

コ
ー
ル
対
策
を
行
い
、
常
に
覆
い
が
設
置
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。沖
縄
県
は
塩
分
の

飛
来
も
多
い
こ
と
か
ら
、
鉄
筋
は
現
場
搬
入

前
に
防
錆
材
を
塗
布
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

前
に
は
水
道
水
で
型
枠
内
を
洗
浄
し
、
集
水

塩
分
濃
度
が
初
期
塩
分
濃
度
と
同
等
と
な
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
打
ち
込
み
を
始
め

ま
し
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
、型
枠
の一部

に
透
明
型
枠
を
用
い
て
、
締
固
め
充
填
状
況

を
入
念
に
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
橋
梁
の
施
工
は
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
無

事
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

渋
滞
緩
和
と
地
域
の
防
災
と
周
辺
地
域

の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱ 

松
崎 

純
哉
﹈

▲ コンクリートの打設状況が確認できる透明型枠

▲ コンクリート打設完了

▲ 桁吊り装置による桁吊り上げ状況

▲ 架設桁による主桁架設状況　

那覇
空港

那覇市

那覇空
港自動

車道

那覇空港

赤嶺

小禄

奥武山公園

壺川

旭橋
県庁前

美栄橋

牧志 安里

おもろまち

古島

市立病院前
儀保

首里

石嶺

経塚
てだこ浦西

泊港

豊見城IC

南風原南IC

南風原北IC

那覇IC

331

331

332

58

58

330

507

507

329
329

那覇空
港自動

車道

沖
縄
自
動
車
道

沖
縄
自
動
車
道

北丘高架橋
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Shortened period by simultaneous construction 
of inbound and outbound girder

上下線一括施工による工期短縮

Fukurogawa Bridge

02.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

袋川橋（ふくろがわはし）

国土交通省 九州地方整備局
㈱富士ピー・エス
熊本県水俣市袋地先
令和4年2月～令和5年9月
PC3径間連結 T桁橋
133.0ｍ×2連（上下線）
43.3ｍ
架設桁架設

袋川橋

447

268

3

3

出水

新水俣八代海

肥薩おれんじ鉄道線肥薩おれんじ鉄道線

肥薩お
れんじ

鉄道線

九
州
新
幹
線

九
州
新
幹
線

水俣

袋川橋

南九
州西
回り

自動
車道
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南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、熊
本
県
八

代
市
を
起
点
と
し
、水
俣
市
、薩
摩
川
内
市

を
経
て
鹿
児
島
市
に
至
る
全
長
１
４
２
㎞
の

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。全
線
開
通
に
よ
る

時
間
距
離
の
短
縮
効
果
は
大
き
く
、九
州
南

西
部
の
産
業
・
文
化
・
経
済
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
中
、
事
業
促
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
芦
北
出
水
道
路
（
水
俣
Ｉ
Ｃ

〜
出
水
Ｉ
Ｃ
間
）に
架
か
る
袋
川
橋
は
、熊

本
県
の
最
南
端
の
水
俣
市
に
位
置
す
る
橋

梁
で
、
今
回
上
り
線
と
下
り
線
の
両
方
の

施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
俣
市
は
、
西
に
不
知
火
海
に
面
し
て
天

草
の
島
々
を
望
み
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
美
し
い

湯
の
児
海
岸
や
、
深
緑
に
囲
ま
れ
た
湯
出
七

滝
、歴
史
情
緒
溢
れ
る
温
泉
街
な
ど
、海
、山
、

川
の
豊
か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
所
で
す
。当

地
で
は
、温
暖
な
日
差
し
に
育
ま
れ
た
サ
ラ
ダ

玉
ね
ぎ
や
デ
コ
ポ
ン
等
の
柑
橘
類
、Ｂ
級
グ
ル

メ
の
野
菜
た
っ
ぷ
り
チ
ャン
ポ
ン
を
味
わ
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

本
橋
は
、
交
差
す
る
市
道
や
生
活
道
路

直
上
で
の
架
設
と
な
る
た
め
、
道
路
利
用

者
や
周
辺
住
民
の
安
全
を
確
保
し
、
交
通

規
制
に
と
も
な
う
社
会
的
影
響
を
小
さ
く

す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
架
設
方
法
は
安
全
性
と
工
程

短
縮
を
目
的
と
し
て
「
二
組
桁
を
用
い
た
上

下
線
一
括
架
設
工
法
」
を
採
用
し
ま
し
た
。二

組
桁
に
よ
り
上
下
線
を
一
括
し
て
架
設
す
る

こ
と
で
、
架
設
機
材
の
組
立
解
体
作
業
が
半

減
し
、
安
全
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
交
通

規
制
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

架
設
機
材
は
主
桁
架
設
時
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
変
動
を
監
視
し
て
作
業
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
設
置
状
況
に
異
常
が
な
い
か
24

時
間
管
理
を
行
い
ま
し
た
。主
桁
製
作
に
お

い
て
は
、
昨
今
セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
工
場
製
作

が
主
流
と
な
る
中
、
今
回
の
工
事
で
は
、
架

設
位
置
背
面
の
施
工
ヤ
ー
ド
に
て
全
24
本

を
現
場
製
作
し
ま
し
た
。

　
製
作
す
る
桁
は
、
桁
高
が
２
・
８
ｍ
と
高
い

た
め
、製
作
に
お
け
る
品
質
確
保
が
重
要
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、コン
ク
リ
ー
ト
打
設
時

の
充
填
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、型
枠
に
は
透

明
型
枠
を
使
用
し
、
型
枠
外
側
か
ら
直
接
目

視
確
認
す
る
こ
と
で
コン
ク
リ
ー
ト
の
落
下
高

さ
、打
ち
上
り
高
さ
、バイ
ブ
レ
ー
タ
ー
の
挿
入

深
さ
を
よ
り
正
確
に
管
理
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、製
作
期
間
が
９
ヵ
月
と
長
く
な
る

た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
、
仕
上
げ
・

養
生
は
、
全
体
を
覆
う
移
動
式
上
屋
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
雨
天
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
を
可
能
と
し
、現
場
製
作
に
お
け
る
工

程
の
不
確
実
性
を
排
除
し
ま
し
た
。上
屋
の

設
置
は
、日
射
や
風
の
影
響
に
よ
る
乾
燥
を

防
止
し
品
質
の
向
上
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
本
橋
梁
は
、地
域
の
皆
さ
ま
、発
注
者
な
ど

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
故
無
災
害

で
工
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。芦
北

出
水
道
路
の
早
期
全
線
開
通
と
水
俣
・
芦
北

地
域
、出
水
市
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。   

﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス  

田
上 

研
﹈

▲ 施工ヤードでの主桁製作状況

▲ 二組架設桁による架設状況

▲ 移動式上屋

▲ 透明型枠を使用したコンクリート打設
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Matsuura-Saza Road aims to activate the regional economy
地域経済の活性化を目指す松浦佐々道路

Matsuura No.4 Bridge（P9～ P15）

03.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

松浦 4号橋（まつうら 4ごうきょう）

国土交通省 九州地方整備局
コーアツ工業㈱
長崎県松浦市志佐町地内
令和3年10月～令和5年10月
PC3径間連結T桁橋 2連
（プレキャストセグメント）

659.0m  施工橋長 :222.5m
33.5m
架設桁架設

松浦４号橋（P9～P15）

204

204

204

山代久原IC

今福IC

松浦IC
調川IC

伊万里湾

西九州自動車道

松浦
松浦鉄道

松浦4号橋
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西
九
州
自
動
車
道
は
、福
岡
県
福
岡
市
か

ら
佐
賀
県
唐
津
市
・
伊
万
里
市
・
長
崎
県

松
浦
市
・
佐
世
保
市
を
経
由
し
、
佐
賀
県

武
雄
市
で
長
崎
自
動
車
道
に
接
続
す
る
延

長
1
3
8 

・ 

5
㎞
の
高
規
格
道
路
で
、九
州

北
西
部
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、地
域
経

済
の
活
性
化
、定
時
性
の
確
保
、観
光
振
興
・

救
急
医
療
活
動
の
支
援
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
北
松
地
域
唯
一の
幹
線
道
路

で
あ
る
一
般
国
道
２
０
４
号
の
代
替
路
線
と

し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。松
浦
４
号

橋
は
、
そ
の一
部
で
あ
る
長
崎
県
北
部
の
松

浦
佐
々
道
路
（
延
長
19
・
１
㎞
）
に
位
置
し
、

松
浦
市
街
地
北
部
の
海
岸
沿
い
を
通
る
高

架
橋
に
な
り
ま
す
。

　

松
浦
4
号
橋
は
、
P
C
橋
の
15
径
間

（
A
1
〜
P
15
）
と
鋼
橋
の
3
径
間
（
P
15

〜
A
2
）
で
構
成
さ
れ
る
18
径
間
・
全
長

６
5
9
ｍ
の
橋
梁
で
あ
り
、
当
社
は
Ｐ
９
橋

脚
か
ら
Ｐ
15
橋
脚
間
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
結

セ
グ
メ
ン
ト
Ｔ
桁
橋
２
連
を
担
当
し
ま
し

た
。本
橋
は
、
平
面
線
形
が
ク
ロ
ソ
イ
ド
曲

線
か
ら
単
曲
線
に
変
化
す
る
区
間
に
あ
り
、

１
連
毎
に
セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
桁
高
と
支
間

長
・
ブ
ロ
ッ
ク
数
が
変
化
し
、
ま
た
１
径
間

目
と
６
径
間
目
は
桁
長
が
１
本
毎
に
異
な

る
複
雑
な
橋
梁
形
式
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、架
設
位
置
の
横
に
国
道
２
０
４
号

が
通
っ
て
お
り
、商
業
施
設
や
民
家
等
と
近

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
定
性
を

考
慮
し
て
二
組
桁
架
設
工
法
を
採
用
し
、施

工
を
行
い
ま
し
た
。な
お
施
工
箇
所
手
前
の

隣
工
区
と
同
時
期
施
工
と
な
っ
た
た
め
、
１

径
間
目
の
セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
接
合
ヤ
ー
ド
は

Ｐ
９-

Ｐ
10
径
間
に
仮
設
構
台
を
組
上
げ

て
施
工
し
ま
し
た
。２
径
間
目
以
降
は
、
架

設
済
み
の
Ｐ
９-

Ｐ
10
径
間
の
桁
上
に
接

合
ヤ
ー
ド
を
設
置
し
、
４
径
間
目
以
降
は
、

桁
長
が
５
ｍ
長
く
な
る
の
で
、Ｐ
９-

Ｐ
11

径
間
の
桁
上
に
接
合
ヤ
ー
ド
を
組
み
替
え

て
の
施
工
と
し
ま
し
た
。ま
た
、
現
場
は
海

沿
い
に
位
置
し
て
い
た
た
め
風
が
強
く
吹
く

こ
と
が
多
く
、
商
業
施
設
に
隣
接
し
て
い
た

の
で
、飛
散
・
落
下
物
防
止
、騒
音
対
策
と

し
て
、
吊
足
場
に
パ
ネ
ル
式
吊
り
足
場
を
採

用
し
、
底
面
・
側
面
を
完
全
防
護
し
て
施

工
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
工
事
期
間

中
は
、
周
辺
住
民
や
施
設
へ
の
配
慮
と
、
作

業
員
の
安
全
を
第
一に
施
工
を
実
施
し
ト
ラ

ブ
ル
な
く
完
工
で
き
ま
し
た
。

　

松
浦
佐
々
道
路
は
、
現
在
も
施
工
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
西
九
州
自
動
車
道
の
１

日
で
も
早
い
全
線
開
通
と
、
そ
れ
に
よ
る

沿
岸
地
域
の
方
々
の
よ
り
良
い
生
活
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

  ﹇
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱ 

田
口 

健
二
﹈

▲ 架設状況

▲ 接合ヤード

▲ パネル式吊り足場

▲ 完成写真（左端がP9橋脚）
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三
隅
〜
益
田
区
間
を
結
ぶ
唯
一の
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る一般
国
道
9
号
は
、
急
勾
配
か

つ
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
る
た
め
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
自
然
災
害
な
ど

で
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と
大
幅
な
迂
回
を
余

儀
な
く
さ
れ
、地
域
の
生
活
や
物
流
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
ま
す
。山
陰
道
の一
区
間
と
な
る

三
隅
・
益
田
道
路
は
、
事
故
・
災
害
時
の一般

国
道
９
号
の
代
替
機
能
と
、
地
域
間
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
よ
る
産
業
・
観
光
振
興
と
地
域
活

性
化
を
目
的
に
、延
長
15
・
2
㎞
の
自
動
車
専

用
道
路
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
浜
第
２
高
架
橋
は
、
三
隅
・
益
田
道
路

を
構
成
す
る
橋
長
1
2
1
m
の
P
C
4
径
間

連
結
コ
ン
ポ
橋
で
す
。自
社
工
場
で
分
割
製
作

し
た
セ
グ
メ
ン
ト
桁
は
、
現
地
に
ト
レ
ー
ラ
で

運
搬
し
、そ
れ
ら
を
接
合
し
て
１
本
の
桁
に
組

立
て
た
後
、順
次
架
設
す
る
方
法
で
施
工
し
ま

し
た
。架
橋
地
点
は
沿
岸
か
ら
3
0
0
m
の

山
間
部
と
な
り
、
日
本
海
沿
岸
特
有
の
強
風

が
吹
き
や
す
く
、
特
に
冬
期
と
な
る
12
月
〜

2
月
に
は
そ
の
影
響
が
よ
り
顕
著
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、
セ
グ
メ
ン
ト
桁
を
運
搬
ト
レ
ー

ラ
か
ら
荷
下
ろ
し
す
る
重
機
に
自
立
安
定
性

が
高
い
自
走
式
門
型
ク
レ
ー
ン
を
用
い
る
と
と

も
に
、当
初
1
月
か
ら
開
始
す
る
計
画
で
あ
っ

た
架
設
作
業
を
3
月
下
旬
に
見
直
す
こ
と
で
、

強
風
に
よ
る
ク
レ
ー
ン
転
倒
が
生
じ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
施
工
し
ま
し
た
。

　
施
工
期
間
中
は
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に

現
場
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
繋

が
り
や
開
通
に
向
け
た
期
待
の
高
ま
り
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
施
工
し
ま
し
た
。ま
た
、三
隅
・

益
田
道
路
の
整
備
や
建
設
業
へ
の
関
心
を
深

め
る
取
り
組
み
の一
環
と
し
て
、
益
田
市
内
の

４
つ
の
小
学
校
を
対
象
に
し
た
現
場
見
学
会

を
発
注
者
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。見
学
会

の
前
の
週
に
は
各
小
学
校
で
出
前
講
座
を
行

い
、橋
の
種
類
や
歴
史
、P
C
の
特
徴
に
つい
て

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。出
前
講
座
で
は
、鉄

筋
曲
げ
ハン
ド
ル
を
使
用
し
て
人
力
で
鉄
筋
を

曲
げ
る
体
験
が
非
常
に
好
評
で
し
た
。現
場
見

学
会
で
は
施
工
中
の
現
場
見
学
に
加
え
、参
加

者
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
、
床
版
上
への
お
絵

描
き
イ
ベン
ト
や
、
高
所
作
業
車
の
試
乗
体
験

な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。特
に
盛
り
上
が
っ
た

の
は
、
３
種
類
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板（
無
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、

P
C
構
造
）
へ
順
番
に
載
っ
て
違
い
を
体
験
し

て
も
ら
う「
何
人
載
っ
た
ら
壊
れ
る
か
な
？
」で Construction of Road Network in Shimane Prefecture

島根県の道路ネットワーク構築

Ohama Second Viaduct

04.

し
た
。P
C
構
造
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
は
他
の

板
の
よ
う
に
割
れ
る
こ
と
は
な
く
、
参
加
者
に

「
P
C
の
強
さ
」
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。見
学
会
を
通
し
て
、ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
が
建
設
業
に
興
味
・
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
大
浜
第
2
高
架
橋
の
他
に

3
橋
の
施
工
を
行
い
ま
し
た
。架
設
作
業
時

期
の
見
直
し
と
他
3
橋
の
下
部
工
の
完
成

時
期
が
当
初
予
定
よ
り
も
遅
れ
た
関
係
で
、

工
事
の
終
盤
は
4
橋
同
時
の
施
工
に
な
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令

和
6
年
2
月
に
無
事
故
で
工
期
内
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最
後
に
な
り
ま

す
が
、
本
橋
が
、
各
地
域
間
の
移
動
時
間
短

縮
や
交
通
事
故
の
減
少
、
沿
線
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

            ﹇
極
東
興
和
㈱　

深
ヶ
迫 

直
人
﹈

大浜第２高架橋
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三
隅
〜
益
田
区
間
を
結
ぶ
唯
一の
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る一般
国
道
9
号
は
、
急
勾
配
か

つ
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い
る
た
め
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
自
然
災
害
な
ど

で
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と
大
幅
な
迂
回
を
余

儀
な
く
さ
れ
、地
域
の
生
活
や
物
流
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
ま
す
。山
陰
道
の一
区
間
と
な
る

三
隅
・
益
田
道
路
は
、
事
故
・
災
害
時
の一般

国
道
９
号
の
代
替
機
能
と
、
地
域
間
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
よ
る
産
業
・
観
光
振
興
と
地
域
活

性
化
を
目
的
に
、延
長
15
・
2
㎞
の
自
動
車
専

用
道
路
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
浜
第
２
高
架
橋
は
、
三
隅
・
益
田
道
路

を
構
成
す
る
橋
長
1
2
1
m
の
P
C
4
径
間

連
結
コ
ン
ポ
橋
で
す
。自
社
工
場
で
分
割
製
作

し
た
セ
グ
メ
ン
ト
桁
は
、
現
地
に
ト
レ
ー
ラ
で

運
搬
し
、そ
れ
ら
を
接
合
し
て
１
本
の
桁
に
組

立
て
た
後
、順
次
架
設
す
る
方
法
で
施
工
し
ま

し
た
。架
橋
地
点
は
沿
岸
か
ら
3
0
0
m
の

山
間
部
と
な
り
、
日
本
海
沿
岸
特
有
の
強
風

が
吹
き
や
す
く
、
特
に
冬
期
と
な
る
12
月
〜

2
月
に
は
そ
の
影
響
が
よ
り
顕
著
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、
セ
グ
メ
ン
ト
桁
を
運
搬
ト
レ
ー

ラ
か
ら
荷
下
ろ
し
す
る
重
機
に
自
立
安
定
性

が
高
い
自
走
式
門
型
ク
レ
ー
ン
を
用
い
る
と
と

も
に
、当
初
1
月
か
ら
開
始
す
る
計
画
で
あ
っ

た
架
設
作
業
を
3
月
下
旬
に
見
直
す
こ
と
で
、

強
風
に
よ
る
ク
レ
ー
ン
転
倒
が
生
じ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
施
工
し
ま
し
た
。

　
施
工
期
間
中
は
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に

現
場
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
繋

が
り
や
開
通
に
向
け
た
期
待
の
高
ま
り
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
施
工
し
ま
し
た
。ま
た
、三
隅
・

益
田
道
路
の
整
備
や
建
設
業
へ
の
関
心
を
深

め
る
取
り
組
み
の一
環
と
し
て
、
益
田
市
内
の

４
つ
の
小
学
校
を
対
象
に
し
た
現
場
見
学
会

を
発
注
者
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。見
学
会

の
前
の
週
に
は
各
小
学
校
で
出
前
講
座
を
行

い
、橋
の
種
類
や
歴
史
、P
C
の
特
徴
に
つい
て

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。出
前
講
座
で
は
、鉄

筋
曲
げ
ハン
ド
ル
を
使
用
し
て
人
力
で
鉄
筋
を

曲
げ
る
体
験
が
非
常
に
好
評
で
し
た
。現
場
見

学
会
で
は
施
工
中
の
現
場
見
学
に
加
え
、参
加

者
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
、
床
版
上
への
お
絵

描
き
イ
ベン
ト
や
、
高
所
作
業
車
の
試
乗
体
験

な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。特
に
盛
り
上
が
っ
た

の
は
、
３
種
類
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板（
無
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、

P
C
構
造
）
へ
順
番
に
載
っ
て
違
い
を
体
験
し

て
も
ら
う「
何
人
載
っ
た
ら
壊
れ
る
か
な
？
」で

し
た
。P
C
構
造
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
は
他
の

板
の
よ
う
に
割
れ
る
こ
と
は
な
く
、
参
加
者
に

「
P
C
の
強
さ
」
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。見
学
会
を
通
し
て
、ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
が
建
設
業
に
興
味
・
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
大
浜
第
2
高
架
橋
の
他
に

3
橋
の
施
工
を
行
い
ま
し
た
。架
設
作
業
時

期
の
見
直
し
と
他
3
橋
の
下
部
工
の
完
成

時
期
が
当
初
予
定
よ
り
も
遅
れ
た
関
係
で
、

工
事
の
終
盤
は
4
橋
同
時
の
施
工
に
な
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令

和
6
年
2
月
に
無
事
故
で
工
期
内
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最
後
に
な
り
ま

す
が
、
本
橋
が
、
各
地
域
間
の
移
動
時
間
短

縮
や
交
通
事
故
の
減
少
、
沿
線
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

            ﹇
極
東
興
和
㈱　

深
ヶ
迫 

直
人
﹈

▲ 自走式門型クレーン

▲ 3種類のコンクリート板を使った強度体験

▲ 出前講座での鉄筋曲げ体験

▲ 架設状況

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

大浜第２高架橋（おおはまだい 2こうかきょう）

国土交通省 中国地方整備局
極東興和㈱
島根県益田市木部町大浜地内
令和4年6月～令和6年2月
PC4径間連結コンポ橋
（プレキャストセグメント）
121.0m
37.8m
架設桁架設

1911879

9

9

大浜第2高架橋

益田

石見津田

鎌手

高
津
川

石見
空港

山陰本
線
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一
般
国
道
42
号
新
宮
紀
宝
道
路
は
、
三
重

県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
か
ら
和
歌
山
新
宮
市

に
至
る
延
長
２
・
４
㎞
の
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
平
成
25
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、現

在
、令
和
6
年
秋
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
道
路
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に

よ
り
予
測
さ
れ
る
最
大
津
波
高
よ
り
高
い
位

置
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、災
害
時
の
緊
急
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
市

民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

開
通
後
は
道
路
と
し
て
の
利
便
性
の
み
な
ら

ず
地
域
の
観
光
振
興
及
び
緊
急
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。同
事
業
の

一部
で
あ
る
熊
野
川
河
口
大
橋
は
、県
境
を
流

れ
る
一
級
河
川
熊
野
川
に
架
か
る
橋
長
８
２

１
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す
。

　

施
工
箇
所
で
あ
る
熊
野
川
は
、そ
の
源
を

山
上
ヶ
岳
に
発
し
、十
津
川
渓
谷
を
南
流
し
、

大
台
ケ
原
を
水
源
と
す
る
左
支
川
北
山
川

と
合
流
し
た
の
ち
熊
野
灘
に
注
ぐ
流
域
面

積
２
３
６
０
㎢
、
幹
川
流
路
延
長
１
８
３
㎞
、

奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
の
3
県
に
ま

た
が
る
紀
伊
半
島
最
大
の
一
級
河
川
で
す
。

流
域
の
歴
史
は
古
く
、大
峯
山
や
熊
野
三
山

等
に
み
ら
れ
る
宗
教
文
化
の
中
心
地
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
、
各
橋
脚
を
起
点
と
し
て
片

持
架
設
工
法
に
て
構
築
し
、
中
央
閉
合
に
よ

り
主
桁
を
連
結
し
ま
し
た
。河
岸
に
近
接
す

る
橋
脚
は
陸
上
か
ら
の
施
工
が
可
能
で
す
が
、

Bridge construction on water using barges
台船を用いた水上施工による橋梁工事

Kumanogawa kako ohashi Bridge

05.

河
川
内
に
位
置
す
る
橋
脚
は
、
台
船
を
用
い

た
水
上
施
工
と
な
り
ま
し
た
。水
上
施
工
で

は
、
鉄
筋
や
Ｐ
Ｃ
鋼
材
等
の
建
設
資
材
を
す

べ
て
台
船
で
運
搬
す
る
こ
と
に
な
り
、特
に
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
運
搬
中
に
ス
ラ
ン
プ
が
大

き
く
低
下
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
施
工
方
法
や
配
合
、
品
質
管
理
へ

の
配
慮
が
課
題
で
し
た
。

　

上
部
工
の
打
設
は
、生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
バ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
台
船
で
運
搬
し
、
別
の
台
船

上
に
配
置
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
で

シ
ュ
ー
ト
を
備
え
た
投
入
架
台
ま
で
揚
重
し

た
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
の
ホ
ッ
パ
ー

に
投
入
し
て
打
設
箇
所
ま
で
圧
送
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
事
前
に
配
合
試
験
を
行
い
、

打
設
時
に
所
要
の
ワ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
設
計
ス
ラ
ン
プ
と
混
和
材

を
変
更
す
る
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。た
っ
た一

度
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
を
閉
塞
さ

せ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
日
の
打
設
は
す
べ
て
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
性
状
変
化
を
常
に
監
視
し
な
が
ら
圧
送
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、工
事
開
始
か
ら
約

３
年
半
の
歳
月
を
経
て
令
和
６
年
１
月
に
無

事
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
熊
野
三
山
の
参
拝
に
訪
れ
た
折
に
は
、
本

橋
か
ら
熊
野
川
の
眺
望
を
望
み
、
悠
久
の
自

然
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。本
橋
が
防
災
の
要
衝
と
し
て
地
域
を
支

え
、
ま
た
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
末
永

く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　

  ﹇
前
田
建
設
工
業
㈱　

並
川 

武
﹈

熊野川河口大橋
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一
般
国
道
42
号
新
宮
紀
宝
道
路
は
、
三
重

県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
か
ら
和
歌
山
新
宮
市

に
至
る
延
長
２
・
４
㎞
の
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
平
成
25
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、現

在
、令
和
6
年
秋
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
道
路
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に

よ
り
予
測
さ
れ
る
最
大
津
波
高
よ
り
高
い
位

置
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、災
害
時
の
緊
急
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
市

民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

開
通
後
は
道
路
と
し
て
の
利
便
性
の
み
な
ら

ず
地
域
の
観
光
振
興
及
び
緊
急
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。同
事
業
の

一部
で
あ
る
熊
野
川
河
口
大
橋
は
、県
境
を
流

れ
る
一
級
河
川
熊
野
川
に
架
か
る
橋
長
８
２

１
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す
。

　

施
工
箇
所
で
あ
る
熊
野
川
は
、そ
の
源
を

山
上
ヶ
岳
に
発
し
、十
津
川
渓
谷
を
南
流
し
、

大
台
ケ
原
を
水
源
と
す
る
左
支
川
北
山
川

と
合
流
し
た
の
ち
熊
野
灘
に
注
ぐ
流
域
面

積
２
３
６
０
㎢
、
幹
川
流
路
延
長
１
８
３
㎞
、

奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
の
3
県
に
ま

た
が
る
紀
伊
半
島
最
大
の
一
級
河
川
で
す
。

流
域
の
歴
史
は
古
く
、大
峯
山
や
熊
野
三
山

等
に
み
ら
れ
る
宗
教
文
化
の
中
心
地
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
、
各
橋
脚
を
起
点
と
し
て
片

持
架
設
工
法
に
て
構
築
し
、
中
央
閉
合
に
よ

り
主
桁
を
連
結
し
ま
し
た
。河
岸
に
近
接
す

る
橋
脚
は
陸
上
か
ら
の
施
工
が
可
能
で
す
が
、

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所

工 期
構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

熊野川河口大橋（くまのがわかこうおおはし）

国土交通省 近畿地方整備局
前田建設工業㈱
三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿地先
～和歌山県新宮市あけぼの地先

令和２年７月～令和６年１月

PC７径間連続箱桁橋

821.0m（施工区間：413.6m、三重県側）
123.2m
片持架設

河
川
内
に
位
置
す
る
橋
脚
は
、
台
船
を
用
い

た
水
上
施
工
と
な
り
ま
し
た
。水
上
施
工
で

は
、
鉄
筋
や
Ｐ
Ｃ
鋼
材
等
の
建
設
資
材
を
す

べ
て
台
船
で
運
搬
す
る
こ
と
に
な
り
、特
に
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
運
搬
中
に
ス
ラ
ン
プ
が
大

き
く
低
下
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
施
工
方
法
や
配
合
、
品
質
管
理
へ

の
配
慮
が
課
題
で
し
た
。

　

上
部
工
の
打
設
は
、生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
バ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
台
船
で
運
搬
し
、
別
の
台
船

上
に
配
置
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
で

シ
ュ
ー
ト
を
備
え
た
投
入
架
台
ま
で
揚
重
し

た
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
の
ホ
ッ
パ
ー

に
投
入
し
て
打
設
箇
所
ま
で
圧
送
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
事
前
に
配
合
試
験
を
行
い
、

打
設
時
に
所
要
の
ワ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
設
計
ス
ラ
ン
プ
と
混
和
材

を
変
更
す
る
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。た
っ
た一

度
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
を
閉
塞
さ

せ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
日
の
打
設
は
す
べ
て
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
性
状
変
化
を
常
に
監
視
し
な
が
ら
圧
送
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、工
事
開
始
か
ら
約

３
年
半
の
歳
月
を
経
て
令
和
６
年
１
月
に
無

事
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
熊
野
三
山
の
参
拝
に
訪
れ
た
折
に
は
、
本

橋
か
ら
熊
野
川
の
眺
望
を
望
み
、
悠
久
の
自

然
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。本
橋
が
防
災
の
要
衝
と
し
て
地
域
を
支

え
、
ま
た
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
末
永

く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　

  ﹇
前
田
建
設
工
業
㈱　

並
川 

武
﹈

▲ 施工状況 中央閉合部

▲ 完成写真 和歌山県側から

▲ 施工状況 生コンクリート打設状況

▲ 完成写真 三重県側から

42

42

168

紀勢本線 鵜殿

熊野川

新宮 熊野川河口大橋
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一
般
国
道
４
７
５
号
東
海
環
状
自
動
車

道
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
半
径
30
〜
40

㎞
圏
に
及
び
、三
重
、愛
知
、岐
阜
の
３
県

に
跨
る
延
長
約
１
５
３
㎞
の
高
規
格
幹
線

道
路
で
す
。こ
の
道
路
は
三
重
県
の
「
Ｍ
」、

愛
知
県
の「
Ａ
」、
岐
阜
県
の「
Ｇ
」の
頭
文

字
を
組
み
合
わ
せ「
Ｍ
Ａ
Ｇ
ロ
ー
ド
」の
愛

称
で
呼
ば
れ
、
地
域
の
発
展
と
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
重
要
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
高
柳
第
二
高
架
橋
は
、

三
重
県
北
東
部
の
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
し

た
員
弁
川
流
域
の
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
、
い
な
べ
市
大
安
Ｉ
Ｃ
付
近
に
位
置
し
、

橋
長
１
８
０
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
５
径
間
連
結
コ
ン
ポ

橋
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
通
常
の
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
に
比

べ
、
１
径
間
あ
た
り
の
主
桁
が
９
本
と
多

く
、２
、３
本
ご
と
に
架
設
桁
や
ク
レ
ー
ン

を
頻
繁
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
一
部
の
径
間
で
は
国
道
上
で
の

夜
間
架
設
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。問
題

解
決
の
た
め
に
三
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
技
術
を
活
用
し
、
緻
密

な
工
程
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
架
設
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
事
前
検
討
を
実
施
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
は
関
係
機
関
と
の
協
議
、協

力
会
社
と
の
施
工
に
お
け
る
意
思
統
一
、

近
隣
住
民
や
見
学
者
へ
の
説
明
な
ど
多
面

的
に
活
用
し
、
安
全
で
効
率
的
か
つ
高
精

度
な
架
設
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

床
版
工
事
で
は
最
大
幅
員
35
ｍ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
に
対
応
す
る
た
め
、
47
ｍ

の
超
ロ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
ポ
ン
プ
車
を
特
別

に
手
配
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、気
温
が
高

い
時
期
に
広
範
囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

を
効
率
的
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

作
業
時
間
の
短
縮
と
高
品
質
な
施
工
が
実

現
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
女
性
新
入
職
員
に
よ
る
安
全
・

衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
安
全
や
職
場
衛

生
に
関
す
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
活
動
に

よ
り
職
場
の
隅
々
に
ま
で
目
が
行
き
届
き
、

特
に
衛
生
面
で
従
来
見
落
と
さ
れ
が
ち

だ
っ
た
配
慮
す
べ
き
問
題
も
見
つ
け
出
さ

れ
、現
場
の
意
識
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。 A future connected with the community

地域と共につながる未来

Takayanagi Second Viaduct

06.

い
な   

べ

ま
た
が

　

ま
た
地
元
の
藤
原
小
学
校
５
年
生
と
６

年
生
を
対
象
に
、
土
木
に
関
す
る
授
業
の
一

環
と
し
て
主
桁
架
設
の
見
学
会
を
開
催
し
、

建
設
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。大
型
ク
レ
ー
ン
で
架
設
す

る
様
子
を
見
学
し
た
小
学
生
は
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら「
頑
張
っ
て
！
」と
我
々
に
声
援

を
送
っ
て
く
れ
、
終
始
大
喜
び
だ
っ
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。こ
の
模
様
は
地

元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
は
今
後
も
工
事
が

続
き
ま
す
が
、開
通
後
は
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
日
々
の
生
活
が
さ
ら
に
便
利

で
快
適
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

       ﹇
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱ 

                

小
林 

陽
一
郎
・
影
山 

直
輝
﹈

高柳第二高架橋
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一
般
国
道
４
７
５
号
東
海
環
状
自
動
車

道
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
半
径
30
〜
40

㎞
圏
に
及
び
、三
重
、愛
知
、岐
阜
の
３
県

に
跨
る
延
長
約
１
５
３
㎞
の
高
規
格
幹
線

道
路
で
す
。こ
の
道
路
は
三
重
県
の
「
Ｍ
」、

愛
知
県
の「
Ａ
」、
岐
阜
県
の「
Ｇ
」の
頭
文

字
を
組
み
合
わ
せ「
Ｍ
Ａ
Ｇ
ロ
ー
ド
」の
愛

称
で
呼
ば
れ
、
地
域
の
発
展
と
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
重
要
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
高
柳
第
二
高
架
橋
は
、

三
重
県
北
東
部
の
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
し

た
員
弁
川
流
域
の
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
、
い
な
べ
市
大
安
Ｉ
Ｃ
付
近
に
位
置
し
、

橋
長
１
８
０
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
５
径
間
連
結
コ
ン
ポ

橋
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
通
常
の
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
に
比

べ
、
１
径
間
あ
た
り
の
主
桁
が
９
本
と
多

く
、２
、３
本
ご
と
に
架
設
桁
や
ク
レ
ー
ン

を
頻
繁
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
一
部
の
径
間
で
は
国
道
上
で
の

夜
間
架
設
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。問
題

解
決
の
た
め
に
三
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
技
術
を
活
用
し
、
緻
密

な
工
程
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
架
設
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
事
前
検
討
を
実
施
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
は
関
係
機
関
と
の
協
議
、協

力
会
社
と
の
施
工
に
お
け
る
意
思
統
一
、

近
隣
住
民
や
見
学
者
へ
の
説
明
な
ど
多
面

的
に
活
用
し
、
安
全
で
効
率
的
か
つ
高
精

度
な
架
設
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

床
版
工
事
で
は
最
大
幅
員
35
ｍ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
に
対
応
す
る
た
め
、
47
ｍ

の
超
ロ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
ポ
ン
プ
車
を
特
別

に
手
配
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、気
温
が
高

い
時
期
に
広
範
囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

を
効
率
的
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

作
業
時
間
の
短
縮
と
高
品
質
な
施
工
が
実

現
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
女
性
新
入
職
員
に
よ
る
安
全
・

衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
安
全
や
職
場
衛

生
に
関
す
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
活
動
に

よ
り
職
場
の
隅
々
に
ま
で
目
が
行
き
届
き
、

特
に
衛
生
面
で
従
来
見
落
と
さ
れ
が
ち

だ
っ
た
配
慮
す
べ
き
問
題
も
見
つ
け
出
さ

れ
、現
場
の
意
識
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

高柳第二高架橋（たかやなぎだいにこうかきょう）

国土交通省　中部地方整備局
日本高圧コンクリート㈱
三重県いなべ市大安町
令和4年3月～令和6年3月 
ＰＣ５径間連結コンポ橋
（プレキャストセグメント）

180.0ｍ
38.8ｍ
クレーン・架設桁併用架設

　

ま
た
地
元
の
藤
原
小
学
校
５
年
生
と
６

年
生
を
対
象
に
、
土
木
に
関
す
る
授
業
の
一

環
と
し
て
主
桁
架
設
の
見
学
会
を
開
催
し
、

建
設
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。大
型
ク
レ
ー
ン
で
架
設
す

る
様
子
を
見
学
し
た
小
学
生
は
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら「
頑
張
っ
て
！
」と
我
々
に
声
援

を
送
っ
て
く
れ
、
終
始
大
喜
び
だ
っ
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。こ
の
模
様
は
地

元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
は
今
後
も
工
事
が

続
き
ま
す
が
、開
通
後
は
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
日
々
の
生
活
が
さ
ら
に
便
利

で
快
適
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

       ﹇
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱ 

                

小
林 

陽
一
郎
・
影
山 

直
輝
﹈

▲ BIM／CIM技術による架設シミュレーション

▲ 地元小学生から声援が送られた見学会

▲ 大型クレーンによる架設状況

▲ 超ロングブームのポンプ車による床版打設状況

23

421

421

365

258

155

306
1

弥富木曽岬IC

湾岸桑名ICみえ川越IC

みえ朝日IC

大安IC

東員IC

新四日市JCT

四日市東IC

桑名IC

桑名東IC

湾岸長島IC

長島IC

桑名

長
良
川

関西
本線

東
名
阪
自
動
車
道

東
海
環
状
自
動
車
道
路

新名神高
速道路

伊勢
湾岸
自動
車道

高柳第二高架橋
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【
も
の
の
ふ
の 

矢
橋
の
船
は 

速
け
れ
ど

　

急
が
ば
回
れ　

瀬
田
の
長
橋
】

　

東
海
道
と
中
山
道
が
合
す
る
近
江
草
津

宿
の
賑
わ
い
、
京
都
を
目
前
に
し
て
先
を

急
ぐ
旅
人
。そ
の
様
子
を
詠
ん
だ
こ
の
歌

は
、『
急
が
ば
回
れ
』と
い
う
こ
と
わ
ざ
の

ル
ー
ツ
に
な
り
ま
し
た
。琵
琶
湖
を
船
で

行
く
近
道﹇
矢
橋
の
渡
し
﹈と
陸
路
で
琵
琶

湖
を
迂
回
す
る﹇
瀬
田
の
長
橋
﹈ど
ち
ら
を

行
く
か
旅
人
に
は
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

琵
琶
湖
水
路
は
近
道
で
も
、
比
良
八
荒
と

呼
ば
れ
る
強
風
で
進
め
な
い
…
矢
橋
の
船

は
速
け
れ
ど
…
『
急
が
ば
回
れ
瀬
田
の
長

橋
』
と
な
り
ま
し
た
。か
つ
て
の
旅
人
は

【
瀬
田
へ
廻
ろ
か
矢
橋
へ
下
ろ
か　

此
処

が
思
案
の
う
ば
が
も
ち
】と
、草
津
宿
名
物

「
う
ば
が
も
ち
」を
食
べ
な
が
ら
悩
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

現
在
も
、
こ
の
地
は
全
国
屈
指
の
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
並
行
す
る
一
般
国
道
１

号
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
主
要
地
方
道
大

津
能
登
川
長
浜
線
の
一
部
と
し
て
馬
場
山

寺
高
架
橋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。工
事
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
地
を
流
れ
る
国
内
有

数
の
天
井
川
で
あ
る
草
津
川
が
た
く
さ
ん

の
起
伏
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の

道
路
・
水
路
が
近
接
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

道
路
や
水
路
に
影
響
し
な
い
よ
う
工
事
を

推
進
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
課
題
を
克
服
し
た
の
が
４
Ｄ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
作
る
橋
は
肉
眼
で
確
認
で
き

ま
せ
ん
し
、
実
際
の
離
隔
を
計
測
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。本
工
事
で
は
、４
Ｄ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
各
施
工
段
階

の
高
架
橋
と
道
路
や
水
路
の
位
置
関
係
を

事
前
に
可
視
化
し
、
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
慎
重
に
施
工
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
手

法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
地
形
や
建
物
を
レ
ー
ザ
ー
で
ス
キ
ャ
ン

②
橋
や
建
設
機
械
の
形
を
３
Ｄ
デ
ー
タ
化

③
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
３
Ｄ
画
像
化

　
こ
こ
ま
で
は
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

す
が
、こ
こ
か
ら
が
新
し
い
技
術
で
す
。 "Safe and Secure" Visualized by 4D (3D + Time Axis) Simulation Technology

４Ｄ（３Ｄ＋時間軸）シミュレーションで
見えた「安全・安心」

Banbayamadera Viaduct

07.

④
時
間
と
共
に
変
わ
る
橋
と
機
械
を
デ
ー

タ
化（
時
間
軸
を
加
え
た
４
Ｄ
化
）

⑤
画
像
を
現
地
実
物
に
重
ね
て
投
影
す
る

（
Ｍ
Ｒ：M

ixed Reality

）

　
こ
れ
で
工
事
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
作
る
橋
と
現
実
に
あ
る
物
の
距

離
を
測
れ
ま
す
。道
路
か
ら
の
視
界
を
遮
ら

な
い
か
確
認
で
き
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
注
意

箇
所
を
実
物
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
う
し
て
、
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
す
る
こ
と
で
、近
接
す
る
道
路
や
水

路
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、安
全
か
つ

安
心
に
施
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     ﹇
ピ
ー
エ
ス・コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

                                    

安
田 

慎
﹈

馬場山寺高架橋
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【
も
の
の
ふ
の 

矢
橋
の
船
は 

速
け
れ
ど

　

急
が
ば
回
れ　

瀬
田
の
長
橋
】

　

東
海
道
と
中
山
道
が
合
す
る
近
江
草
津

宿
の
賑
わ
い
、
京
都
を
目
前
に
し
て
先
を

急
ぐ
旅
人
。そ
の
様
子
を
詠
ん
だ
こ
の
歌

は
、『
急
が
ば
回
れ
』と
い
う
こ
と
わ
ざ
の

ル
ー
ツ
に
な
り
ま
し
た
。琵
琶
湖
を
船
で

行
く
近
道﹇
矢
橋
の
渡
し
﹈と
陸
路
で
琵
琶

湖
を
迂
回
す
る﹇
瀬
田
の
長
橋
﹈ど
ち
ら
を

行
く
か
旅
人
に
は
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

琵
琶
湖
水
路
は
近
道
で
も
、
比
良
八
荒
と

呼
ば
れ
る
強
風
で
進
め
な
い
…
矢
橋
の
船

は
速
け
れ
ど
…
『
急
が
ば
回
れ
瀬
田
の
長

橋
』
と
な
り
ま
し
た
。か
つ
て
の
旅
人
は

【
瀬
田
へ
廻
ろ
か
矢
橋
へ
下
ろ
か　

此
処

が
思
案
の
う
ば
が
も
ち
】と
、草
津
宿
名
物

「
う
ば
が
も
ち
」を
食
べ
な
が
ら
悩
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

現
在
も
、
こ
の
地
は
全
国
屈
指
の
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
並
行
す
る
一
般
国
道
１

号
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
主
要
地
方
道
大

津
能
登
川
長
浜
線
の
一
部
と
し
て
馬
場
山

寺
高
架
橋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。工
事
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
地
を
流
れ
る
国
内
有

数
の
天
井
川
で
あ
る
草
津
川
が
た
く
さ
ん

の
起
伏
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の

道
路
・
水
路
が
近
接
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

道
路
や
水
路
に
影
響
し
な
い
よ
う
工
事
を

推
進
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
課
題
を
克
服
し
た
の
が
４
Ｄ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
作
る
橋
は
肉
眼
で
確
認
で
き

ま
せ
ん
し
、
実
際
の
離
隔
を
計
測
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。本
工
事
で
は
、４
Ｄ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
各
施
工
段
階

の
高
架
橋
と
道
路
や
水
路
の
位
置
関
係
を

事
前
に
可
視
化
し
、
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
慎
重
に
施
工
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
手

法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
地
形
や
建
物
を
レ
ー
ザ
ー
で
ス
キ
ャ
ン

②
橋
や
建
設
機
械
の
形
を
３
Ｄ
デ
ー
タ
化

③
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
３
Ｄ
画
像
化

　
こ
こ
ま
で
は
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

す
が
、こ
こ
か
ら
が
新
し
い
技
術
で
す
。

④
時
間
と
共
に
変
わ
る
橋
と
機
械
を
デ
ー

タ
化（
時
間
軸
を
加
え
た
４
Ｄ
化
）

⑤
画
像
を
現
地
実
物
に
重
ね
て
投
影
す
る

（
Ｍ
Ｒ：M

ixed Reality

）

　
こ
れ
で
工
事
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
作
る
橋
と
現
実
に
あ
る
物
の
距

離
を
測
れ
ま
す
。道
路
か
ら
の
視
界
を
遮
ら

な
い
か
確
認
で
き
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
注
意

箇
所
を
実
物
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
う
し
て
、
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
す
る
こ
と
で
、近
接
す
る
道
路
や
水

路
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、安
全
か
つ

安
心
に
施
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     ﹇
ピ
ー
エ
ス・コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

                                    

安
田 

慎
﹈

▲ 道路上での移動作業車を用いた片持架設
▲ 4Dシミュレーションの活用

▲ 4Dシミュレーションの活用

▲ 施工状況

▲ 現場見学会(MR体験）

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

馬場山寺高架橋（ばんばやまでらこうかきょう）

滋賀県
㈱ピーエス三菱（現：ピーエス・コンストラクション㈱）
滋賀県草津市山寺町
令和3年10月～令和5年8月

構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

PC４径間連続箱桁橋
318.0m
103.0m
片持架設、固定支保工

名
神
高
速
道
路

1

1

1

422

8

大津IC

瀬田西IC 瀬田東IC

草津田上IC

栗東IC

竜王IC

栗東湖南IC

馬場山寺高架橋

琵琶湖

野洲川

大津

瀬田

草津

栗東

湖
西
線

東
海
道
本
線

東海道新幹線 草津線

新
名
阪
高
速
道
路



PC プレス　2024 ／ Sept. ／ Vol.035  　26

Local-based construction
地域密着施工

San-en Road Bridge No. 7

08.

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

三遠道路７号橋（さんえんどうろ 7ごうきょう）

国土交通省 中部地方整備局
㈱安部日鋼工業
愛知県新城市川合
令和3年10月～令和6年3月
PC５径間連続ラーメン箱桁橋
335.0m

76.0m
片持架設

三遠道路７号橋

151
三
遠
南
信
自
動
車

朝霧湖

東栄

池場

飯田線

三河川合

柿平三河槙原

鳳
来
湖

三遠道路７号橋

鳳来峡IC

佐久間川合IC
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三
遠
道
路
７
号
橋
は
、
愛
知
県
新
城
市

川
合
地
区
に
位
置
し
、一
般
国
道
４
７
４
号

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
一
部
と
な
る
橋
梁

で
す
。三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
中
央
自
動

車
道
、新
東
名
高
速
道
路
と
連
結
し
、三
遠

南
信
地
域
の
交
流
促
進
、
連
携
強
化
お
よ

び
三
河
・
遠
州
・
南
信
州
地
域
へ
の
高
速

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
災
害
に
強
い
道
路
網
の

構
築
、地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も

に
、こ
れ
ら
地
域
の
秩
序
あ
る
開
発
、
発
展

に
寄
与
す
る
重
要
な
道
路
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
三
遠
道
路
７
号
橋
が
架

橋
地
点
で
あ
る
川
合
地
区
の
周
辺
に
は
、安

全
祈
願
の
た
め
に
上
っ
た
石
段
が
１
４
２
５

段
あ
る
「
鳳
来
寺
山
」、
渓
谷
と
調
和
し
た

静
か
な
佇
ま
い
が
魅
力
の
「
湯
谷
温
泉
」
な

ど
が
あ
る
風
光
明
媚
な
地
域
で
す

　

本
橋
梁
は
、国
道
・
市
道
・
河
川
・
鉄
道

を
跨
ぐ
た
め
移
動
作
業
車
を
用
い
た
片
持

架
設
工
法
に
て
施
工
し
ま
し
た
。構
造
的
な

特
徴
は
、
主
ケ
ー
ブ
ル
が
全
て
ウ
ェ
ブ
内
に

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、Ｐ
Ｃ
定
着

突
起
が
箱
桁
内
の
下
床
版
、ウ
ェ
ブ
、上
床
版

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
機
械
式

定
着
工
法
の
採
用
に
よ
り
配
筋
作
業
の
効

率
化
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、
箱
桁
内
に
配

置
さ
れ
る
情
報
ボ
ッ
ク
ス
配
管
の
施
工
で
は
、

Ｐ
Ｃ
定
着
突
起
を
避
け
る
た
め
３
次
元
的

な
曲
線
配
置
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ウ
ェ
ブ
厚

の
変
化
に
伴
う
曲
線
配
管
の
加
工
精
度
の

難
易
度
を
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
寸
法
を
個
々
に
変

更
す
る
こ
と
で
補
い
、
ま
た
直
線
配
置
が
多

く
な
る
よ
う
図
面
を
変
更
し
た
こ
と
で
、
そ

の
後
の
製
作
・
施
工
が
容
易
と
な
り
問
題

な
く
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
橋
の
施
工
中
に
は
、
工
事
の
目
的
・
施

工
方
法
の
周
知
、ま
た
公
共
工
事
への
理
解
度

向
上
の
目
的
で
、
数
々
の
現
場
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。近
隣
の
小
学
生
・
高
校
生
、ま

た
地
域
住
民
の
方
に
対
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
や
鉄
筋
結
束
体
験
、
施
工
中
の
箱
桁
内

部
の
見
学
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、
12

月
に
は
特
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
工
中
の
橋
梁
に
設
置
し
た

り
、橋
梁
完
成
時
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
前

の
橋
面
上
を
歩
い
て
い
た
だ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
見
学
会

に
参
加
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ま
が
、
本
橋
梁

を
通
る
度
に
こ
の
体
験
を
思
い
出
し
、将
来
に

語
り
継
い
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
本
橋
梁
の
施
工
は
地
域
住
民
の

方
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
完

成
と
な
り
ま
し
た
。本
橋
を
含
め
三
遠
南

信
自
動
車
道
が
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

藤
井 

英
樹
﹈

▲ クリスマスイルミネーション

▲ 定着突起、情報BOX配置状況

▲ 地元高校現場見学会

▲ 地元住民ウォーキング大会
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一
般
国
道
3
6
5
号
梅
浦
バ
イ
パ
ス
は
、

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
梅
浦
地
区
の
延
長

1
2
2
0
ｍ
の
道
路
改
良
事
業
で
す
。一

般
国
道
3
6
5
号
は
福
井
県
丹
南
地
方
に

お
け
る
地
域
間
交
流
や
観
光
・
産
業
の
振

興
、
ま
た
災
害
時
の
第
一
次
緊
急
輸
送
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
重
要
な
路
線
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
区
間
は
幅
員
狭

小
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
な
ど
線
形
不
良
区

間
が
連
続
し
、
急
勾
配
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
安
全

な
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
高
低
差
約
55
ｍ
あ
る
地
形
を
、
福

井
県
内
で
も
珍
し
い
ル
ー
プ
形
状
の
道
路

に
す
る
こ
と
で
、
緩
や
か
な
坂
道
と
な
る

よ
う
計
画
し
た
路
線
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
布
ヶ
滝
橋
は
、梅
浦
バ

イ
パ
ス
の
一
部
を
構
成
す
る
橋
長
76
ｍ
の
Ｐ

Ｃ
２
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。施

工
方
法
は
移
動
作
業
車
に
て
左
右
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
張
り
出
し
て
い
く
片
持
架
設
工

法
お
よ
び
、
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
桁
か
ら

P
C
鋼
棒
で
吊
り
下
げ
た
H
鋼
と
橋
台
側

の
地
面
か
ら
組
立
て
た
支
保
工
で
荷
重
を

支
え
て
橋
体
を
構
築
す
る
固
定
支
保
工
架

設
の
2
種
類
の
架
設
工
法
を
用
い
て
施
工

し
た
美
し
い
曲
線
形
状
の
橋
梁
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
橋
は
縦
断
勾
配
が
約
5
％
、
横
断
勾

配
が
約
6
％
の
急
な
勾
配
に
加
え
て
、平
面

の
曲
率
半
径
が
1
0
0
ｍ
の
複
雑
な
道
路

線
形
で
す
。片
持
架
設
に
使
用
す
る
移
動
作

業
車
を
安
全
に
移
動
さ
せ
る
た
め
、
レ
ー
ル

同
士
の
高
低
差
約
50
㎝
を
解
消
す
る
鋼
製

の
調
整
材
と
、半
径
1
0
0
ｍ
の
平
面
線
形

に
対
応
す
る
た
め
、
曲
線
状
の
レ
ー
ル
を
製

作
す
る
な
ど
の
創
意
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

複
雑
な
道
路
線
形
に
対
し
て
は
、
片
持
架

設
時
の
橋
面
の
基
準
高
・
座
標
管
理
を
行

う
こ
と
で
誤
差
な
く
施
工
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
期
開
通
が
望
ま
れ
て
い
た
た
め
、

梅
浦
バ
イ
パ
ス
事
業
で
は
多
く
の
施
工
業
者

が
同
時
に
施
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
施
工
業
者
間
の
施
工
エ
リ
ア
の
確
保

や
工
程
等
の
調
整
を
日
々
行
い
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、
安

A beautifully curved bridge designed for a comfortable ride
快適走行を目指した美しい曲線形状の橋

Nunogataki Bridge

09.

全
な
施
工
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
細
か
な
管

理
と
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、1
0
0
年
の

耐
久
性
を
持
っ
た
品
質
の
良
い
構
造
物
に

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
、地
元
住
民
の
方
だ
け
で

な
く
学
生
の
方
々
も
大
勢
見
学
に
来
て
頂

き
ま
し
た
。普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
工

事
現
場
を
間
近
で
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ

て
く
れ
る
こ
と
で
、
物
造
り
の
楽
し
さ
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
次
世
代
の
担
い
手
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
橋
を
含
む
梅
浦
バ
イ
パ
ス
は
令
和
6

年
3
月
10
日
に
開
通
し
ま
し
た
。多
く
の
皆

さ
ま
方
に
見
て
・
渡
っ
て
頂
き
、末
永
く
愛

さ
れ
続
け
る
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
北
陸
新
幹
線
越
前

た
け
ふ
駅
と
越
前
海
岸
を
結
ぶ
主
要
ル
ー

ト
と
な
る
た
め
、今
後
の
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス 

若
島 

弘
昂
﹈

布ヶ滝橋
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一
般
国
道
3
6
5
号
梅
浦
バ
イ
パ
ス
は
、

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
梅
浦
地
区
の
延
長

1
2
2
0
ｍ
の
道
路
改
良
事
業
で
す
。一

般
国
道
3
6
5
号
は
福
井
県
丹
南
地
方
に

お
け
る
地
域
間
交
流
や
観
光
・
産
業
の
振

興
、
ま
た
災
害
時
の
第
一
次
緊
急
輸
送
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
重
要
な
路
線
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
区
間
は
幅
員
狭

小
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
な
ど
線
形
不
良
区

間
が
連
続
し
、
急
勾
配
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
安
全

な
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
高
低
差
約
55
ｍ
あ
る
地
形
を
、
福

井
県
内
で
も
珍
し
い
ル
ー
プ
形
状
の
道
路

に
す
る
こ
と
で
、
緩
や
か
な
坂
道
と
な
る

よ
う
計
画
し
た
路
線
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
布
ヶ
滝
橋
は
、梅
浦
バ

イ
パ
ス
の
一
部
を
構
成
す
る
橋
長
76
ｍ
の
Ｐ

Ｃ
２
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。施

工
方
法
は
移
動
作
業
車
に
て
左
右
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
張
り
出
し
て
い
く
片
持
架
設
工

法
お
よ
び
、
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
桁
か
ら

P
C
鋼
棒
で
吊
り
下
げ
た
H
鋼
と
橋
台
側

の
地
面
か
ら
組
立
て
た
支
保
工
で
荷
重
を

支
え
て
橋
体
を
構
築
す
る
固
定
支
保
工
架

設
の
2
種
類
の
架
設
工
法
を
用
い
て
施
工

し
た
美
し
い
曲
線
形
状
の
橋
梁
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
橋
は
縦
断
勾
配
が
約
5
％
、
横
断
勾

配
が
約
6
％
の
急
な
勾
配
に
加
え
て
、平
面

の
曲
率
半
径
が
1
0
0
ｍ
の
複
雑
な
道
路

線
形
で
す
。片
持
架
設
に
使
用
す
る
移
動
作

業
車
を
安
全
に
移
動
さ
せ
る
た
め
、
レ
ー
ル

同
士
の
高
低
差
約
50
㎝
を
解
消
す
る
鋼
製

の
調
整
材
と
、半
径
1
0
0
ｍ
の
平
面
線
形

に
対
応
す
る
た
め
、
曲
線
状
の
レ
ー
ル
を
製

作
す
る
な
ど
の
創
意
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

複
雑
な
道
路
線
形
に
対
し
て
は
、
片
持
架

設
時
の
橋
面
の
基
準
高
・
座
標
管
理
を
行

う
こ
と
で
誤
差
な
く
施
工
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
期
開
通
が
望
ま
れ
て
い
た
た
め
、

梅
浦
バ
イ
パ
ス
事
業
で
は
多
く
の
施
工
業
者

が
同
時
に
施
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
施
工
業
者
間
の
施
工
エ
リ
ア
の
確
保

や
工
程
等
の
調
整
を
日
々
行
い
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、
安

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

布ヶ滝橋（ぬのがたきばし）

福井県
㈱日本ピーエス
福井県丹生郡越前町梅浦
令和4年4月～令和5年8月
PC2径間連続ラーメン箱桁橋
76.0m
37.0m
片持架設、固定支保工

全
な
施
工
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
細
か
な
管

理
と
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、1
0
0
年
の

耐
久
性
を
持
っ
た
品
質
の
良
い
構
造
物
に

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
、地
元
住
民
の
方
だ
け
で

な
く
学
生
の
方
々
も
大
勢
見
学
に
来
て
頂

き
ま
し
た
。普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
工

事
現
場
を
間
近
で
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ

て
く
れ
る
こ
と
で
、
物
造
り
の
楽
し
さ
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
次
世
代
の
担
い
手
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
橋
を
含
む
梅
浦
バ
イ
パ
ス
は
令
和
6

年
3
月
10
日
に
開
通
し
ま
し
た
。多
く
の
皆

さ
ま
方
に
見
て
・
渡
っ
て
頂
き
、末
永
く
愛

さ
れ
続
け
る
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
北
陸
新
幹
線
越
前

た
け
ふ
駅
と
越
前
海
岸
を
結
ぶ
主
要
ル
ー

ト
と
な
る
た
め
、今
後
の
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
﹇
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス 

若
島 

弘
昂
﹈

▲ 片持架設状況

▲ 架設工法

▲ 一般国道365号梅浦バイパス全景

▲ 固定支保工状況

固定支保工　片持架設

8

365

365

305

305

417
8

　鯖江IC

武生IC

布ヶ滝橋

北
陸
自
動
車
道

北
陸
新
幹
線

鯖江
北
陸
自
動
車
道
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西
は
隅
田
川
か
ら
東
は
旧
中
川
ま
で
、

江
戸
時
代
に
運
河
と
し
て
開
削
さ
れ
た
北

十
間
川
の
東
の
端
に
架
か
る
、
旧
中
川
か

ら
数
え
て
２
つ
目
の
橋
が
小
原
橋
で
す
。

小
原
橋
は
昭
和
40
年
の
完
成
以
来
、
半
世

紀
に
わ
た
り
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
25

年
、
50
年
の
歳
月
に
よ
る
経
年
劣
化
に
よ

り
、
新
し
い
小
原
橋
へ
と
架
け
替
え
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

架
け
替
え
事
業
は
、仮
橋
の
設
置
、旧
橋

の
撤
去
、新
橋
の
設
置
、取
付
道
路
の
整
備

の
手
順
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

架
け
替
え
は
、
旧
橋
の
あ
っ
た
空
間
に
、

現
代
の
基
準
を
満
た
し
た
新
橋
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
り
、
極
限
ま
で
部
材
厚
を
薄

く
す
る
こ
と
が
可
能
な
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
た
橋
桁
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、現
場
周
辺
の
道
路

環
境
か
ら
、
長
い
橋
桁
の
形
で
現
地
に
搬

入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
専
門
工

場
に
て
９
分
割
し
た
大
き
さ
の
セ
グ
メ
ン

ト
桁
を
製
作
し
、
現
場
に
搬
入
し
て
か
ら

1
本
の
橋
桁
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
北
十
間
川
の
船
舶
の
往
来

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
架
橋
位
置
に

支
保
工
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
こ
で
、下
流
側
の
仮
桟
橋
上
に

支
保
工
を
設
置
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
桁
を
並

べ
、
間
詰
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
に
プ

レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
て
1
本
の
橋
桁
に

し
ま
し
た
。

　

橋
桁
の
架
設
は
、
敷
設
し
た
軌
道
桁
の

上
を
横
取
り
し
て
架
橋
位
置
ま
で
橋
桁
を

運
搬
し
、
橋
桁
の
支
持
点
と
な
る
支
承
部

と
橋
台
背
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
部
に

設
置
し
た
サ
ン
ド
ル
で
交
互
に
荷
重
を
受

け
替
え
て
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
し
、
橋
桁
を

降
下
さ
せ
ま
し
た
。主
桁
背
面
で
荷
重
を

受
け
る
た
め
、
主
桁
端
部
に
架
設
用
ノ
ー

ズ
梁
を
張
り
出
す
形
で
緊
結
し
、
荷
重
を

支
持
す
る
構
造
に
し
ま
し
た
。

　

い
ま
、小
原
橋
か
ら
西
を
見
る
と
、ま
る

で
過
去
と
現
代
が
融
合
し
た
か
の
よ
う
な

Over the canal Kitajukken River of Edo with the region
江戸の掘割 北十間川に、地域とともに

Ohara Bridge

10.街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。東
武
亀
戸

線
で
は
昭
和
30
年
代
の
懐
か
し
い
リ
バ
イ

バ
ル
カ
ラ
ー
の
電
車
が
走
り
、
そ
の
奥
に

は
現
代
技
術
の
象
徴
と
も
言
え
る
世
界
一

の
タ
ワ
ー
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
そ
び

え
て
い
る
の
で
す
。北
十
間
川
を
船
で
下

れ
ば
、
水
面
に
映
る
逆
さ
ツ
リ
ー
を
眺
め

な
が
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
真
下
ま
で
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
原
橋
の
開
通
ま
で
は
も
う
少
し
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
古
き
と
新
し
き
の
風

景
に
小
原
橋
が
加
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 ﹇
川
田
建
設
㈱ 

遠
野 

利
之
﹈

小原橋
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西
は
隅
田
川
か
ら
東
は
旧
中
川
ま
で
、

江
戸
時
代
に
運
河
と
し
て
開
削
さ
れ
た
北

十
間
川
の
東
の
端
に
架
か
る
、
旧
中
川
か

ら
数
え
て
２
つ
目
の
橋
が
小
原
橋
で
す
。

小
原
橋
は
昭
和
40
年
の
完
成
以
来
、
半
世

紀
に
わ
た
り
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
25

年
、
50
年
の
歳
月
に
よ
る
経
年
劣
化
に
よ

り
、
新
し
い
小
原
橋
へ
と
架
け
替
え
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

架
け
替
え
事
業
は
、仮
橋
の
設
置
、旧
橋

の
撤
去
、新
橋
の
設
置
、取
付
道
路
の
整
備

の
手
順
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

架
け
替
え
は
、
旧
橋
の
あ
っ
た
空
間
に
、

現
代
の
基
準
を
満
た
し
た
新
橋
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
り
、
極
限
ま
で
部
材
厚
を
薄

く
す
る
こ
と
が
可
能
な
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
た
橋
桁
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、現
場
周
辺
の
道
路

環
境
か
ら
、
長
い
橋
桁
の
形
で
現
地
に
搬

入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
専
門
工

場
に
て
９
分
割
し
た
大
き
さ
の
セ
グ
メ
ン

ト
桁
を
製
作
し
、
現
場
に
搬
入
し
て
か
ら

1
本
の
橋
桁
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
北
十
間
川
の
船
舶
の
往
来

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
架
橋
位
置
に

支
保
工
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
こ
で
、下
流
側
の
仮
桟
橋
上
に

支
保
工
を
設
置
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
桁
を
並

べ
、
間
詰
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
に
プ

レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
て
1
本
の
橋
桁
に

し
ま
し
た
。

　

橋
桁
の
架
設
は
、
敷
設
し
た
軌
道
桁
の

上
を
横
取
り
し
て
架
橋
位
置
ま
で
橋
桁
を

運
搬
し
、
橋
桁
の
支
持
点
と
な
る
支
承
部

と
橋
台
背
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
部
に

設
置
し
た
サ
ン
ド
ル
で
交
互
に
荷
重
を
受

け
替
え
て
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
し
、
橋
桁
を

降
下
さ
せ
ま
し
た
。主
桁
背
面
で
荷
重
を

受
け
る
た
め
、
主
桁
端
部
に
架
設
用
ノ
ー

ズ
梁
を
張
り
出
す
形
で
緊
結
し
、
荷
重
を

支
持
す
る
構
造
に
し
ま
し
た
。

　

い
ま
、小
原
橋
か
ら
西
を
見
る
と
、ま
る

で
過
去
と
現
代
が
融
合
し
た
か
の
よ
う
な

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
支 間 長
架 設 方 法

小原橋（おはらばし）

東京都
川田建設㈱
東京都江東区亀戸八丁目～墨田区立花三丁目
令和４年９月～令和６年３月
超高強度繊維補強コンクリート
PC単純下路桁（プレキャストセグメント）
21.1ｍ
20.2ｍ
全支保工＋軌道桁横取り併用架設

街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。東
武
亀
戸

線
で
は
昭
和
30
年
代
の
懐
か
し
い
リ
バ
イ

バ
ル
カ
ラ
ー
の
電
車
が
走
り
、
そ
の
奥
に

は
現
代
技
術
の
象
徴
と
も
言
え
る
世
界
一

の
タ
ワ
ー
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
そ
び

え
て
い
る
の
で
す
。北
十
間
川
を
船
で
下

れ
ば
、
水
面
に
映
る
逆
さ
ツ
リ
ー
を
眺
め

な
が
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
真
下
ま
で
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
原
橋
の
開
通
ま
で
は
も
う
少
し
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
古
き
と
新
し
き
の
風

景
に
小
原
橋
が
加
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 ﹇
川
田
建
設
㈱ 

遠
野 

利
之
﹈

▲ セグメント架設状況

▲ セグメント接合

▲ 桁降下前▲ 横取り状況 

449

449
315

315

306

476

453

14

小原橋
東
武
亀
戸
線

総武
線

亀戸

平井

亀戸水神

東あずま

小村井

旧中川

荒
川

首都
高速
7号
小松
川線
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東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
（
潮
来
〜
鉾

田
）は
、常
磐
自
動
車
道
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
起

点
と
し
、
北
関
東
自
動
車
道
茨
城
町
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ま
で
の
延
長
１
４
３
㎞
の
高
速
自
動
車

国
道
の
一
部
で
、
茨
城
県
潮
来
市
か
ら
茨

城
県
鉾
田
市
ま
で
の
30
・
９
㎞
の
道
路
で

す
。　　

　

本
橋
梁
が
位
置
す
る
潮
来
市
は
、
霞
ケ

浦
や
常
陸
利
根
川
な
ど
に
面
し
た
水
郷
が

有
名
で
、
毎
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬

に「
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
祭

り
で
は
、
約
５
０
０
種
の
あ
や
め
（
花
菖

蒲
）が
１
０
０
万
株
も
咲
き
誇
り
、昔
な
が

ら
の
手
漕
ぎ
船
で
花
婿
の
元
へ
向
か
う

「
嫁
入
り
舟
」や「
ろ
船
遊
覧
」な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
水
郷
の
風
情
を
感
じ
る

風
景
や
行
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
工
事
は
、東
関
東
自
動
車
道（
潮
来
〜

鉾
田
）
の
麻
生
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
付
近
に
架
設

さ
れ
る
橋
梁
で
あ
り
、
本
線
お
よ
び
Ｂ
ラ

ン
プ
、Ｃ
ラ
ン
プ
と
立
体
交
差
す
る
跨
道

橋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｐ
Ｃ
単
純
箱
桁
橋

に
お
い
て
は
、
最
大
級
の
支
間
長
59
ｍ
を

有
し
て
い
ま
す
。端
支
点
横
桁
部
で
は
過

密
な
配
筋
に
加
え
、
多
数
の
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ

ル
が
配
置
さ
れ
る
た
め
、
施
工
に
は
高
い

技
術
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

過
密
な
配
筋
と
な
る
部
分
で
は
配
筋
Ｃ
Ｉ

Ｍ
モ
デ
ル
を
高
詳
細
度
で
作
成
し
、Ｍ
Ｒ

The longest single-span PC box-girder bridge
単純箱桁橋で支間長最大級

Kiyomizu No.2 Overpass Bridge

11.

デ
バ
イ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
鉄
筋
モ
デ

ル
と
現
地
を
重
ね
合
わ
せ
、
鉄
筋
本
数
・

鉄
筋
配
置
間
隔
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
組

立
時
の
視
覚
化
に
よ
る
出
来
形
管
理
や
位

置
出
し
を
行
い
、
工
事
の
手
戻
り
を
防
ぎ
、

施
工
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
壁
高
欄
の
配
筋
時
に
は
、「
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
鉄
筋
出
来
形

計
測
シ
ス
テ
ム
」を
活
用
し
ま
し
た
。こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
鉄
筋
組
立
後
の
配
筋
状
態

を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
の
画

像
デ
ー
タ
を
専
用
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
、
画
像
の
色
調
変
化
を
利
用
し
て
鉄
筋

の
有
無
を
認
識
し
、
鉄
筋
間
隔
と
鉄
筋
径

を
自
動
的
に
計
測
し
ま
す
。そ
の
デ
ー
タ

を
基
に
配
筋
の
出
来
形
帳
票
を
自
動
作
成

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
鉄
筋
出
来
形
計
測
で
は
、
２
名

１
組
に
て
ス
ケ
ー
ル
で
鉄
筋
配
置
間
隔
を

計
測
し
、
ノ
ギ
ス
で
鉄
筋
径
を
計
測
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
配
筋
シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
配
筋
計
測
お
よ
び

帳
票
作
成
の
作
業
時
間
を
約
33
％
削
減
し
、

計
測
精
度
も
従
来
工
法
と
同
等
の
精
度
を

確
保
で
き
ま
し
た
。

　

本
橋
が
潮
来
市
の
市
道
と
し
て
地
元
の

方
々
の
生
活
を
支
え
、
地
域
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 ﹇
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建
設 

國
光 

正
治
﹈

清水第二跨道橋
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東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
（
潮
来
〜
鉾

田
）は
、常
磐
自
動
車
道
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
起

点
と
し
、
北
関
東
自
動
車
道
茨
城
町
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ま
で
の
延
長
１
４
３
㎞
の
高
速
自
動
車

国
道
の
一
部
で
、
茨
城
県
潮
来
市
か
ら
茨

城
県
鉾
田
市
ま
で
の
30
・
９
㎞
の
道
路
で

す
。　　

　

本
橋
梁
が
位
置
す
る
潮
来
市
は
、
霞
ケ

浦
や
常
陸
利
根
川
な
ど
に
面
し
た
水
郷
が

有
名
で
、
毎
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬

に「
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
祭

り
で
は
、
約
５
０
０
種
の
あ
や
め
（
花
菖

蒲
）が
１
０
０
万
株
も
咲
き
誇
り
、昔
な
が

ら
の
手
漕
ぎ
船
で
花
婿
の
元
へ
向
か
う

「
嫁
入
り
舟
」や「
ろ
船
遊
覧
」な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
水
郷
の
風
情
を
感
じ
る

風
景
や
行
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
工
事
は
、東
関
東
自
動
車
道（
潮
来
〜

鉾
田
）
の
麻
生
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
付
近
に
架
設

さ
れ
る
橋
梁
で
あ
り
、
本
線
お
よ
び
Ｂ
ラ

ン
プ
、Ｃ
ラ
ン
プ
と
立
体
交
差
す
る
跨
道

橋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｐ
Ｃ
単
純
箱
桁
橋

に
お
い
て
は
、
最
大
級
の
支
間
長
59
ｍ
を

有
し
て
い
ま
す
。端
支
点
横
桁
部
で
は
過

密
な
配
筋
に
加
え
、
多
数
の
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ

ル
が
配
置
さ
れ
る
た
め
、
施
工
に
は
高
い

技
術
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

過
密
な
配
筋
と
な
る
部
分
で
は
配
筋
Ｃ
Ｉ

Ｍ
モ
デ
ル
を
高
詳
細
度
で
作
成
し
、Ｍ
Ｒ

デ
バ
イ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
鉄
筋
モ
デ

ル
と
現
地
を
重
ね
合
わ
せ
、
鉄
筋
本
数
・

鉄
筋
配
置
間
隔
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
組

立
時
の
視
覚
化
に
よ
る
出
来
形
管
理
や
位

置
出
し
を
行
い
、
工
事
の
手
戻
り
を
防
ぎ
、

施
工
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
壁
高
欄
の
配
筋
時
に
は
、「
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
鉄
筋
出
来
形

計
測
シ
ス
テ
ム
」を
活
用
し
ま
し
た
。こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
鉄
筋
組
立
後
の
配
筋
状
態

を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
の
画

像
デ
ー
タ
を
専
用
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
、
画
像
の
色
調
変
化
を
利
用
し
て
鉄
筋

の
有
無
を
認
識
し
、
鉄
筋
間
隔
と
鉄
筋
径

を
自
動
的
に
計
測
し
ま
す
。そ
の
デ
ー
タ

を
基
に
配
筋
の
出
来
形
帳
票
を
自
動
作
成

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
鉄
筋
出
来
形
計
測
で
は
、
２
名

１
組
に
て
ス
ケ
ー
ル
で
鉄
筋
配
置
間
隔
を

計
測
し
、
ノ
ギ
ス
で
鉄
筋
径
を
計
測
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
配
筋
シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
配
筋
計
測
お
よ
び

帳
票
作
成
の
作
業
時
間
を
約
33
％
削
減
し
、

計
測
精
度
も
従
来
工
法
と
同
等
の
精
度
を

確
保
で
き
ま
し
た
。

　

本
橋
が
潮
来
市
の
市
道
と
し
て
地
元
の

方
々
の
生
活
を
支
え
、
地
域
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 ﹇
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建
設 

國
光 

正
治
﹈

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

清水第二跨道橋（きよみずだいにこどうきょう）

国土交通省 関東地方整備局
㈱ IHI インフラ建設
茨城県潮来市清水地先
令和5年4月～令和6年1月
PC単純箱桁橋
60.5m

59.0ｍ
固定支保工

▲ 鉄筋モデルと現地の重ね合わせ

▲ 施工中

▲ MRデバイス

▲ 配筋状態撮影

50

50

185

186

2

51

51

355

124
125

鹿島
線

鹿島サッカースタジアム

鹿
島
臨
海
鉄
道

東
関
東
自
動
車
道

北浦

霞ヶ浦

清水第二跨道橋
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Distribution reservoir with observation deck overlooking Omuta City
大牟田市を一望できる展望台

Enmei Distribution Reservoir

件 名
発 注 者 名

施 工 会 社 名

施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

躯 体 寸 法

躯 体 高 さ
有 効 水 深

延命配水池（えんめいはいすいち）

福岡県大牟田市企業局
安部日鋼工業・山下工務店特定 JV
川口組異工種特定 JV

福岡県大牟田市昭和町地内外
平成31年3月～令和6年1月
PC高架同心円二重式配水池

内槽内径：17.0ｍ　外槽内径：24.6ｍ

20.2ｍ

有 効 容 量 4,500 ㎥

10.0ｍ

延命配水池

208

208

389

389

208 鹿
児
島
本
線

九
州
新
幹
線

大牟田

荒尾

延命配水池

三池港
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大
牟
田
市
は
福
岡
県
の
最
南
端
で
熊
本

県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
西
側
は
有
明
海

に
面
し
、
か
つ
て
は
炭
鉱
に
よ
り
栄
え
た

街
で
す
。

　

延
命
配
水
池
の
更
新
工
事
は
、
昭
和
43

（
1
9
6
8
）年
に
供
用
開
始
し
た
経
年
約

50
年
の
旧
延
命
配
水
池
が
、
現
在
の
基
準

に
基
づ
く
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
な
い
た

め
、
大
牟
田
市
が
策
定
し
た
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
「
ど
ん
な
時
で
も
安
心
し
て
使

え
る
水
道
」
を
実
現
す
る
べ
く
災
害
に
強

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
、
旧
配
水
池
の
撤
去
を
含
む

配
水
池
の
新
設
及
び
展
望
台
・
公
園
整
備

で
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
（
設
計
・
施
工

一
括
）に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
、
大
牟
田
市
の
中
心
部
に
位

置
す
る
延
命
公
園
の
敷
地
内
で
、
近
隣
に

は
動
物
園
や
体
育
館
、
球
場
や
プ
ー
ル
な

ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。公
園
内
で
の
作

業
と
な
る
た
め
公
園
利
用
者
の
安
全
確
保

や
、
動
物
園
等
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
各

施
設
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
事
前
の
打
ち

合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
て
工
事
区
域
を
明
確
に
す
る
な
ど
注
意

を
払
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、工
事
が
完
了

す
る
ま
で
に
苦
情
な
ど
は
な
く
、
円
滑
に

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
配
水
池
を
建
設
し
供
用
開
始
し

た
あ
と
旧
配
水
池
の
解
体
を
行
い
ま
し
た
。

旧
配
水
池
に
は
展
望
台
が
併
設
さ
れ
て
い

た
た
め
、
新
配
水
池
に
も
旧
配
水
池
の
展

望
台
よ
り
1
・
0
ｍ
高
い
展
望
台
を
併
設

▲ 塗装前全景

▲ 地下部

▲ 北側から芝生広場全景

▲ 展望台からの眺望

し
ま
し
た
。以
前
よ
り
展
望
台
が
高
く
な

る
こ
と
で
、
一
望
で
き
る
大
牟
田
市
内
の

見
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。旧
配
水
池
跡

地
に
は
芝
生
広
場
を
設
け
、東
屋
、ベ
ン
チ

を
設
置
し
、
桜
を
植
栽
し
て
公
園
利
用
者

の
憩
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。展
望
台
へ

は
芝
生
広
場
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ス

ロ
ー
プ
・
階
段
を
設
け
、
公
園
と
配
水
池

展
望
台
の
導
線
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

大
牟
田
市
は
、
三
池
炭
鉱
に
よ
り
栄
え

た
歴
史
が
あ
り
、
近
代
化
産
業
遺
産
と
し

て
宮
原
坑
・
万
田
抗
な
ど
が
世
界
遺
産
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
配
水
池

の
外
面
の
塗
装
に
は
、
宮
原
坑
の
レ
ン
ガ

造
り
の
巻
揚
機
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
レ

ン
ガ
調
の
塗
装
を
一
部
施
し
ま
し
た
。展

望
台
か
ら
は
、
三
池
炭
鉱
の
坑
口
の
一
つ

で
あ
る
万
田
坑
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

延
命
配
水
池
の
更
新
工
事
以
外
に
も
体

育
館
の
新
築
工
事
や
公
園
の
再
整
備
が
行

わ
れ
、
公
園
全
体
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

春
に
は
約
9
0
0
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

花
見
を
楽
し
む
方
々
で
賑
わ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。桜
の
季
節
だ
け
で
は
な
く
、延
命
配

水
池
の
展
望
台
か
ら
は
一
年
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
大
牟
田
市
の
景
色
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。生
ま
れ
変

わ
っ
た
延
命
配
水
池
が
公
園
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
多
く
の
公
園
利
用
者
に
愛
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

松
尾 

裕
太
﹈
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エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
（
広

島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
）
は
広
島
市
都
心

部
に
位
置
し
、
周
り
を
平
和
記
念
公
園
や

広
島
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク（
旧
広
島
市
民
球
場
跡

地
）・
広
島
城
な
ど
の
公
園
や
施
設
に
囲

ま
れ
た「
ま
ち
な
か
ス
タ
ジ
ア
ム
」で
す
。

　
「
あ
し
た
を
沸
か
せ
る
広
島
を
つ
く
ろ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
多
目
的
な
機
能
が

融
合
さ
れ
新
し
い
感
動
共
有
拠
点
を
目
指

し
て
建
設
さ
れ
た
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、Ｊ
１

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、

約
２
万
８
0
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
す
。

　

コ
ー
ナ
ー
部
分
が
大
き
く
開
か
れ
た
ス

タ
ジ
ア
ム
の
屋
根
は
街
や
公
園
と
一
体
と

な
る
特
徴
的
な
形
態
を
な
し
、
翼
の
よ
う

に
軽
快
で
浮
遊
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
り
決
ま
っ
た

「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
」
と
い

う
ス
タ
ジ
ア
ム
名
に
は
、「
恒
久
平
和
と
、夢

や
希
望
を
持
っ
て
明
る
い
未
来
へ
羽
ば
た

く
」と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
、翼
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
設
計
さ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
の
屋
根
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
競
技
場
で

は
、
屋
根
の
デ
ザ
イ
ン
に
注
目
が
集
ま
る

こ
と
が
多
く
、
観
覧
席
の
床
に
使
用
さ
れ

る
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

術
」は
、安
心
・
安
全
の
確
保
と
現
場
作
業

の
省
力
化
お
よ
び
工
期
短
縮
を
目
的
と
し

て
採
用
さ
れ
る
た
め
、「
縁
の
下
の
力
持

ち
」と
な
り
が
ち
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
本
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
『
Ｐ
Ｃ
段
床

板
』
が
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
と
し
て
設
計
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ

で
す
。私
に
は
、『
Ｐ
Ｃ
段
床
板
』が
翼
に
生

え
る
羽
根
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

本
ス
タ
ジ
ア
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ

で
、
令
和
６
年
２
月
10
日
に
行
わ
れ
た「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
×
ガ
ン
バ
大
阪
戦
」
に
は
、

２
万
４
６
１
８
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ほ

ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
完
成
以
降
、
こ
の
ス
タ

ジ
ア
ム
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
サ
ポ
ー

Flying towards a bright future with lasting peace, dreams and hopes
恒久平和と、夢や希望を持って明るい未来へ羽ばたく

(広島サッカースタジアム )
EDION PEACE WING HIROSHIMA 

(Hiroshima Soccer Stadium)

13.

タ
ー
が
来
場
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
毎

試
合
２
万
人
を
超
え
る
賑
わ
い
の
よ
う
で

す
。本
工
事
の
施
工
を
通
じ
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
」が
末
永
く
観
客
を

支
え
続
け
る
こ
と
で
、恒
久
平
和
と
夢
や
希

望
を
抱
き
、
明
る
い
未
来
へ
羽
ば
た
く
翼
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
設
計
ご
担
当
の
皆
さ
ま
と
広

島
市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
建
築

物
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
と
し
て「
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
」
を
ご
採
用
し

て
頂
い
た
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

長
瀬 

宏
樹
﹈

エディオンピースウイング広島
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エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
（
広

島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
）
は
広
島
市
都
心

部
に
位
置
し
、
周
り
を
平
和
記
念
公
園
や

広
島
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク（
旧
広
島
市
民
球
場
跡

地
）・
広
島
城
な
ど
の
公
園
や
施
設
に
囲

ま
れ
た「
ま
ち
な
か
ス
タ
ジ
ア
ム
」で
す
。

　
「
あ
し
た
を
沸
か
せ
る
広
島
を
つ
く
ろ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
多
目
的
な
機
能
が

融
合
さ
れ
新
し
い
感
動
共
有
拠
点
を
目
指

し
て
建
設
さ
れ
た
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、Ｊ
１

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、

約
２
万
８
0
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
す
。

　

コ
ー
ナ
ー
部
分
が
大
き
く
開
か
れ
た
ス

タ
ジ
ア
ム
の
屋
根
は
街
や
公
園
と
一
体
と

な
る
特
徴
的
な
形
態
を
な
し
、
翼
の
よ
う

に
軽
快
で
浮
遊
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
り
決
ま
っ
た

「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
」
と
い

う
ス
タ
ジ
ア
ム
名
に
は
、「
恒
久
平
和
と
、夢

や
希
望
を
持
っ
て
明
る
い
未
来
へ
羽
ば
た

く
」と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
、翼
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
設
計
さ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
の
屋
根
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
競
技
場
で

は
、
屋
根
の
デ
ザ
イ
ン
に
注
目
が
集
ま
る

こ
と
が
多
く
、
観
覧
席
の
床
に
使
用
さ
れ

る
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

術
」は
、安
心
・
安
全
の
確
保
と
現
場
作
業

の
省
力
化
お
よ
び
工
期
短
縮
を
目
的
と
し

て
採
用
さ
れ
る
た
め
、「
縁
の
下
の
力
持

ち
」と
な
り
が
ち
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
本
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
『
Ｐ
Ｃ
段
床

板
』
が
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
と
し
て
設
計
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ

で
す
。私
に
は
、『
Ｐ
Ｃ
段
床
板
』が
翼
に
生

え
る
羽
根
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

本
ス
タ
ジ
ア
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ

で
、
令
和
６
年
２
月
10
日
に
行
わ
れ
た「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
×
ガ
ン
バ
大
阪
戦
」
に
は
、

２
万
４
６
１
８
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ほ

ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
完
成
以
降
、
こ
の
ス
タ

ジ
ア
ム
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
サ
ポ
ー

件 名

発 注 者 名

施 工 会 社 名

施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

規 模

PC 適用箇所
施 工 方 法

エディオンピースウイング広島
（えでぃおんぴーすういんぐひろしま）

広島県広島市
大成・フジタ・広成・東畑・EDI・復建・あい・シーケィJV
（部材製作：オリエンタル白石㈱）
広島市中区基町 15中央公園広場
令和4年4月～令和６年2月
RC造（一部 PC造）
地上 7階
建築面積：26,518.0 ㎡　延床面積：67,323.2 ㎡
観覧席の床
段床板：プレテンション工法

設 計・監 理 大成・フジタ・広成・東畑・EDI・復建・あい・シーケィJV

タ
ー
が
来
場
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
毎

試
合
２
万
人
を
超
え
る
賑
わ
い
の
よ
う
で

す
。本
工
事
の
施
工
を
通
じ
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
」が
末
永
く
観
客
を

支
え
続
け
る
こ
と
で
、恒
久
平
和
と
夢
や
希

望
を
抱
き
、
明
る
い
未
来
へ
羽
ば
た
く
翼
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
設
計
ご
担
当
の
皆
さ
ま
と
広

島
市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
建
築

物
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
と
し
て「
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
」
を
ご
採
用
し

て
頂
い
た
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

長
瀬 

宏
樹
﹈

▲ 空撮によるスタジアム

▲ 旧太田川からの外観

▲ メインゲート付近のモニュメントとPC段床板裏側

▲ スタジアム施工状況

54

54
2

183

太
田
川

広島城

広島

西広島

山陽新幹線

山
陽
本
線

可部線
広
島
高
速
4
号
線

エディオンピースウイング広島
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東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
選
手
村
跡
地
で

あ
る
晴
海
5
丁
目
、
18　
ha
の
広
大
な
敷
地

に
、
新
し
い
街
が
誕
生
し
ま
し
た
。住
宅
を

は
じ
め
商
業
施
設
、交
通
イ
ン
フ
ラ
、エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
設
備
ま
で
も
、日
々
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
様
々
な
機
能
が
ま
る
ご
と
生

み
出
さ
れ
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
街
の
中
心
に
あ
る
、
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
施
設
。こ
れ
は
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
通
う
小
中
学
校
で
す
。「
輝
く
未
来

を
地
域
と
築
く
、
新
し
い
ま
ち
の
学
び
舎
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
学
校
は
、

ま
ち
の
成
長
や
社
会
の
変
化
へ
の
可
変
性

を
持
ち
、
地
域
活
動
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

災
害
時
に
は
頼
り
に
な
る
防
災
拠
点
で
す
。

　

特
徴
的
な
樹
状
の
フ
ァ
サ
ー
ド
部
分
は
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
小
中
の

共
用
エ
リ
ア
で
、体
育
館
・
図
書
室
・
プ
ー

ル
等
の
活
動
的
な
機
能
が
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
樹
状
フ
レ
ー
ム
は
仕
上
げ
材

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
で
つ
く
ら
れ
た
、
耐
震
上

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
構
造
要

素
で
、
構
造
最
適
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

解
き
明
か
さ
れ
た
合
理
性
に
優
れ
た
形
状

を
そ
の
ま
ま
デ
ザ
イ
ン
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
工
期
内
に
こ
の
樹
状
フ
レ
ー
ム

を
構
築
す
る
た
め
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
の

柱
部
材
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

高
い
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
小
さ

い
断
面
に
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
、
圧
着
接
合

に
よ
り
配
筋
の
交
錯
を
無
く
す
こ
と
も
可

能
と
な
り
、
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造

る
場
合
に
比
べ
、
圧
倒
的
に
少
な
い
躯
体
数

量
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
施
工
で
は
、
複
雑

な
形
状
の
部
材
製
作
と
、
な
に
よ
り「
斜
め

に
接
続
す
る
柱
を
ピ
タ
リ
と
揃
え
て
建
て

る
」
と
い
う
難
易
度
の
非
常
に
高
い
施
工
と

な
り
ま
し
た
。施
工
チ
ー
ム
は
、
関
係
者
全

員
の
知
恵
と
技
術
を
集
約
し
て
、接
合
部
が

ず
れ
な
い
た
め
の
方
法
と
し
て
、
鉄
骨
の
柱

で
用
い
ら
れ
る
工
法
を
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
へ
応
用
し
た
工
法
を
考
え
出

し
、「
誤
差
ゼ
ロ
」
を
実
現
し
ま
し
た
。フ

レ
ー
ム
を
近
く
で
よ
く
見
る
と
、部
材
の
継

ぎ
目
が
ピ
タ
リ
と
揃
え
ら
れ
て
い
る
神
業

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、１
階
の
プ
ー
ル
上
部（
ア
リ
ー
ナ

床
）
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
Ｔ
型
断
面
の

合
成
床
版
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。プ
ー

ル
の
塩
素
に
対
し
て
耐
久
性
に
富
み
、
か

つ
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
を
支
持
で
き
る
こ
の
工

法
は
機
能
的
で
、
こ
こ
で
は
床
版
そ
の
も

の
は
標
準
的
な
形
状
と
し
な
が
ら
、
リ
ブ

の
隙
間
に
浮
か
ぶ
膜
天
井
の
曲
面
に
よ
っ

て
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
あ
る
プ
ー
ル
空

間
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
﹇
㈱
石
本
建
築
事
務
所 

原 

健
一
郎
﹈

Sophisticated new urban landmark with Precast PC technology

プレキャストＰＣによる洗練された
新しいまちのランドマーク

Chuo city Haruminishi Elementary School
and Haruminishi Junior High School

14.中央区立晴海西小学校・
晴海西中学校
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東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
選
手
村
跡
地
で

あ
る
晴
海
5
丁
目
、
18　
ha
の
広
大
な
敷
地

に
、
新
し
い
街
が
誕
生
し
ま
し
た
。住
宅
を

は
じ
め
商
業
施
設
、交
通
イ
ン
フ
ラ
、エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
設
備
ま
で
も
、日
々
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
様
々
な
機
能
が
ま
る
ご
と
生

み
出
さ
れ
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
街
の
中
心
に
あ
る
、
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
施
設
。こ
れ
は
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
通
う
小
中
学
校
で
す
。「
輝
く
未
来

を
地
域
と
築
く
、
新
し
い
ま
ち
の
学
び
舎
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
学
校
は
、

ま
ち
の
成
長
や
社
会
の
変
化
へ
の
可
変
性

を
持
ち
、
地
域
活
動
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

災
害
時
に
は
頼
り
に
な
る
防
災
拠
点
で
す
。

　

特
徴
的
な
樹
状
の
フ
ァ
サ
ー
ド
部
分
は
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
小
中
の

共
用
エ
リ
ア
で
、体
育
館
・
図
書
室
・
プ
ー

ル
等
の
活
動
的
な
機
能
が
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
樹
状
フ
レ
ー
ム
は
仕
上
げ
材

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
で
つ
く
ら
れ
た
、
耐
震
上

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
構
造
要

素
で
、
構
造
最
適
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

解
き
明
か
さ
れ
た
合
理
性
に
優
れ
た
形
状

を
そ
の
ま
ま
デ
ザ
イ
ン
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
工
期
内
に
こ
の
樹
状
フ
レ
ー
ム

を
構
築
す
る
た
め
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
の

柱
部
材
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

高
い
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
小
さ

い
断
面
に
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
、
圧
着
接
合

に
よ
り
配
筋
の
交
錯
を
無
く
す
こ
と
も
可

能
と
な
り
、
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造

る
場
合
に
比
べ
、
圧
倒
的
に
少
な
い
躯
体
数

量
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
施
工
で
は
、
複
雑

な
形
状
の
部
材
製
作
と
、
な
に
よ
り「
斜
め

に
接
続
す
る
柱
を
ピ
タ
リ
と
揃
え
て
建
て

る
」
と
い
う
難
易
度
の
非
常
に
高
い
施
工
と

な
り
ま
し
た
。施
工
チ
ー
ム
は
、
関
係
者
全

員
の
知
恵
と
技
術
を
集
約
し
て
、接
合
部
が

ず
れ
な
い
た
め
の
方
法
と
し
て
、
鉄
骨
の
柱

で
用
い
ら
れ
る
工
法
を
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
へ
応
用
し
た
工
法
を
考
え
出

し
、「
誤
差
ゼ
ロ
」
を
実
現
し
ま
し
た
。フ

レ
ー
ム
を
近
く
で
よ
く
見
る
と
、部
材
の
継

ぎ
目
が
ピ
タ
リ
と
揃
え
ら
れ
て
い
る
神
業

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、１
階
の
プ
ー
ル
上
部（
ア
リ
ー
ナ

床
）
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
Ｔ
型
断
面
の

合
成
床
版
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。プ
ー

ル
の
塩
素
に
対
し
て
耐
久
性
に
富
み
、
か

つ
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
を
支
持
で
き
る
こ
の
工

法
は
機
能
的
で
、
こ
こ
で
は
床
版
そ
の
も

の
は
標
準
的
な
形
状
と
し
な
が
ら
、
リ
ブ

の
隙
間
に
浮
か
ぶ
膜
天
井
の
曲
面
に
よ
っ

て
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
あ
る
プ
ー
ル
空

間
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
﹇
㈱
石
本
建
築
事
務
所 

原 

健
一
郎
﹈

件 名

発 注 者 名

施 工 会 社 名

施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

規 模

PC 適用箇所
施 工 方 法

中央区立晴海西小学校・晴海西中学校
（ちゅうおうくりつはるみにししょうがっこう・はるみにしちゅうがっこう）

東京都中央区
大成・シマ・CROSS建設 JV
（ＰＣ施工：㈱ピーエス三菱（現：ピーエス・コンストラクション㈱））
東京都中央区晴海 5丁目 3番 5号
令和3年12月～令和6年2月
SRC造、一部プレキャスト PC造・RC造・S造
地上 5階・地下 1階
建築面積 7,487 ㎡、延床面積 25,923 ㎡

柱・梁・床
プレキャスト圧着工法による樹状柱
プレテンションST床版等

設 計・監 理 ㈱石本建築事務所

▲ 体育館

▲ プール

▲ 外観（樹状柱）

▲ 図書室

15

1

新橋

浜松町

田町

高輪ゲートウェイ

隅
田
川

横須賀
線

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
本
線・山
手
線

中央区立晴海西小学校
・晴海西中学校

京葉線
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Deck slab replacement construction work of Steel rigid frame bridge with struts  
鋼方杖ラーメン橋の床版更新

The Renewal Project of Youtani bridge 
on the Chugoku Expressway by Precast PC slab

15.容谷橋他１橋床版取替工事

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

橋 長
有 効 幅 員

施 工 方 法

容谷橋他１橋床版取替工事
（ようたにきょうほか１きょうしょうばんとりかえこうじ）

西日本高速道路㈱
極東興和㈱
山口県岩国市錦町
令和3年2月～令和6年4月（令和6年2月本体完成）
鋼方杖ラーメン橋

185.5ｍ
9.5ｍ
プレキャストPC 床版による床版取替　
全断面取替用 床版架設機架設

2

433

433

488

488

434 186

186

187

六日市IC

厳島山陽
新幹
線

中国
自動
車道

容谷橋他１橋床版取替工事
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容
谷
橋
他
１
橋
床
版
取
替
工
事
は
、
中

国
自
動
車
道
の
吉
和
I
C（
広
島
県
）〜
六

日
市
I
C（
島
根
県
）間
に
架
か
る
容
谷
橋
・

樋
ノ
尾
橋
の
床
版
取
替
工
事
と
、西
日
本
高

速
道
路
㈱
中
国
支
社
初
と
な
る
床
版
打
換

工
事
の
山
崎
橋
が
追
加
さ
れ
た
全
3
橋
の

大
規
模
特
定
更
新
工
事
で
す
。本
稿
で
は
、

「
宇
佐
５
橋
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
容
谷
川
橋

（
容
谷
橋
）に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。「
宇
佐
５

橋
」
と
は
、
谷
底
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
m
程

度
の
高
さ
に
位
置
し
、
急
峻
な
地
形
景
観
に

調
和
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
工
法
の
違
う

5
つ
の
橋（
宇
佐
川
橋
、浦
石
川
橋
、容
谷
川

橋
、
足
谷
川
橋
、
深
谷
川
橋
）の
こ
と
で
、
地

元
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。橋
梁
の
特

徴
と
し
て
、
橋
長
1
8
5
・
5
m
、
横
断
勾

配
7
%
・
平
面
曲
線
R
=4
0
0
m
の
線

形
を
有
し
、
急
峻
な
地
形
に
対
応
す
る
た
め

2
室
箱
桁
の
方
杖
ラ
ー
メ
ン
橋
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
（
1
9
8
3
）
年
の
開
通
年
か
ら

約
40
年
経
過
し
た
本
橋
の
R
C
床
版
は
、長

年
の
凍
結
防
止
剤
散
布
の
影
響
で
塩
害
に

よ
る
損
傷
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た

め
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
劣
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
版
を
取
り
替
え
る
工
事
を
実
施
し
ま

し
た
。工
事
箇
所
は
、
中
国
自
動
車
道
の
最

高
標
高
地
点
で
あ
る
山
間
部
に
位
置
し
て

お
り
、冬
期
は
冬
用
タ
イ
ヤ
規
制
と
な
る
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
に
際
し
て
の
対

面
通
行
規
制
は
6
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬

の
約
5
ヵ
月
間
と
し
、冬
期
は
規
制
を
解
除

し
て
道
路
利
用
者
に
対
す
る
影
響
を
最
小

化
し
ま
し
た
。ま
た
、
自
然
豊
か
な
中
国
山

地
に
架
か
る
高
架
橋
で
あ
り
、周
辺
環
境
保

全
も
重
要
な
課
題
で
し
た
。

　

床
版
取
替
工
事
は
床
版
取
替
用
架
設
機
、

運
搬
台
車
、
取
り
卸
し
用
1
6
0
t
ク

レ
ー
ン
を
使
用
し
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
床

版
1
日
7
枚
、
合
計
95
枚
を
架
設
し
ま
し

た
。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
使
用
す
る
こ
と

で
現
場
作
業
の
省
力
化
と
工
場
生
産
に
よ

る
床
版
の
品
質
の
均
一
化
と
向
上
を
図
り

ま
し
た
。箱
桁
上
面
の
塗
替
塗
装
時
期
が

梅
雨
と
重
な
り
、工
程
の
遅
延
が
予
想
さ
れ

ま
し
た
。そ
こ
で
、
既
設
床
版
を
全
面
撤
去

後
に
塗
替
塗
装
を
一
括
し
て
行
う
架
設
機

架
設
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
工
程
を
遵

守
し
ま
し
た
。橋
梁
端
部
の
箱
桁
上
面
に
ス

ラ
ブ
ア
ン
カ
ー
が
あ
り
箱
桁
上
面
に
お
け
る

耐
力
検
討
の
結
果
、そ
の
ま
ま
は
く
離
を
行

う
と
鋼
桁
に
損
傷
の
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
ス
ラ
ブ
ア
ン
カ
ー
を
事
前
切
断
し
、

既
設
床
版
と
箱
桁
上
面
の
縁
切
り
を
行
い

ま
し
た
。吊
足
場
は
シ
ス
テ
ム
足
場
で
あ
る

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
採
用
し
、
作
業
員
の
墜

落
防
止
や
資
機
材
の
落
下
防
止
を
図
り
ま

し
た
。環
境
保
全
を
考
慮
し
、
現
場
で
発
生

し
た
汚
濁
水
の
流
出
防
止
と
し
て
、足
場
上

に
設
置
し
た
シ
ー
ト
上
に
収
集
し
、大
型
強

力
吸
引
車
で
吸
引
・
処
理
し
ま
し
た
。工

事
期
間
を
通
じ
、
周
辺
環
境
保
全
対
策
を

行
い
、地
域
住
民
の
ご
理
解
を
得
て
無
事
に

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

後
も
工
事
を
通
じ
て
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。    ﹇
極
東
興
和
㈱ 

中
村 

和
博
﹈

▲ 架橋地点（R=400mに対応した軌条配置）

▲ 着工前

▲ 架設状況

▲ 完成状況
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弥
富
高
架
橋
は
、
東
名
阪
自
動
車
道
の

弥
富
I
C
〜
桑
名
I
C
区
間
、
木
曽
川
の

左
岸
に
位
置
す
る
連
続
高
架
橋
で
す
。本
路

線
は
供
用
開
始
か
ら
50
年
、
交
通
量
の
増

加
等
で
床
版
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
安
全
・
安
全
に
向
け
て
床
版
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。本
工

事
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
下
り
線
の
約
1
・

6
㎞
区
間
17
橋
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、本
路
線
は
愛
知
県
と
三
重
県
を
結
ぶ

重
交
通
路
線
の
た
め
、施
工
時
の
通
行
止
め

は
不
可
能
で
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
施
工
時

に
１
車
線
通
行
を
確
保
す
る
幅
員
方
向
分

割
方
式
の
場
合
で
も
、
既
設
の
道
路
幅
員

（
10
・
45
ｍ
）
で
は
施
工
時
の
1
車
線
分
の

幅
員
5
・
25
m
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
本
工
事
で

は
床
版
取
替
に
際
し
て
道
路
幅
員
を
1
・

42
m
拡
幅
し
、
施
工
時
の
1
車
線
確
保
と

将
来
の
上
り
線
工
事
に
お
け
る
対
面
通
行

規
制
時
の
幅
員
5
・
25
m
＋
5
・
25
m
を

確
保
す
る
計
画
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
拡
幅
を

伴
う
幅
員
方
向
分
割
方
式
に
よ
る
床
版
取

替
で
す
。ま
ず
床
版
取
替
に
先
立
ち
、既
設

橋
脚
梁
の
1
・
5
m
拡
幅
と
増
設
桁
の
架

設
を
実
施
し
て
、
鋼
4
主
桁
か
ら
鋼
5
主

桁
へ
の
橋
梁
形
式
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

橋
脚
梁
の
拡
幅
に
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
梁
を

用
い
、
既
設
橋
脚
の
補
強
も
兼
ね
た
外

ケ
ー
ブ
ル
配
置
に
て
一
体
化
を
図
る
構
造

と
し
て
、
3
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。次
に
床
版
取
替
は
、
割
付
幅
2
・

0
m
、
標
準
厚
2
2
0
㎜
の
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
P
C
床
版
を
用
い
、Ⅰ
期
走
行
側
、Ⅱ
期

追
越
側
と
し
て
床
版
架
設
機
を
用
い
た
幅

員
方
向
分
割
施
工
を
行
い
ま
し
た
。プ
レ

キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
の
橋
軸
方
向
接
合

（
横
目
地
）、
橋
軸
直
角
方
向
接
合
（
縦
目

地
）に
は
、2
方
向
の
床
版
接
合
の
微
調
整

が
可
能
と
な
る
常
温
硬
化
型
の
U
F
C

（
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）を

用
い
た
新
た
な
接
合
構
造
を
採
用
し
、
本

橋
の
S
字
曲
線
に
お
け
る
床
版
接
合
の
精

度
確
保
、
施
工
の
省
力
化
と
急
速
施
工
を

同
時
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
特
徴
は
、高
速
道
路
本
線
を
介 Rapid construction of deck replacement work with 

widening by dividing in transverse direction

拡幅を伴う幅員方向分割による
床版リニューアルの急速施工

The Renewal Project of Yatomi Viaduct 
by Precast PC slab

16.

さ
ず
に
床
版
等
の
資
機
材
の
搬
入
・
搬
出

を
行
う
物
流
動
線
の
構
築
で
す
。側
道
に
配

置
し
た
3
基
の
揚
重
設
備
と
、
橋
面
上
に

設
置
し
た
軌
条
設
備
お
よ
び
自
走
式
台
車

に
よ
り
、施
工
箇
所
ま
で
床
版
を
運
搬
す
る

技
術
を
開
発
し
、本
線
で
の
工
事
車
両
の
出

入
り
に
伴
う
渋
滞
や
事
故
を
回
避
し
ま
し

た
。ま
た
、
効
率
的
な
物
流
動
線
の
確
立
に

よ
り
、
床
版
架
設
機
に
よ
る
幅
員
方
向
分

割
施
工
の
急
速
施
工
を
実
現
し
、
高
速
道

路
の
規
制
期
間
を
8
ヵ
月
短
縮
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
が
今
後
の
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
参
考
と
な
り
、地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。   ﹇
㈱
大
林
組 

富
永 

高
行
﹈

弥富高架橋（下り線）床版取替工事
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弥
富
高
架
橋
は
、
東
名
阪
自
動
車
道
の

弥
富
I
C
〜
桑
名
I
C
区
間
、
木
曽
川
の

左
岸
に
位
置
す
る
連
続
高
架
橋
で
す
。本
路

線
は
供
用
開
始
か
ら
50
年
、
交
通
量
の
増

加
等
で
床
版
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
安
全
・
安
全
に
向
け
て
床
版
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。本
工

事
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
下
り
線
の
約
1
・

6
㎞
区
間
17
橋
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、本
路
線
は
愛
知
県
と
三
重
県
を
結
ぶ

重
交
通
路
線
の
た
め
、施
工
時
の
通
行
止
め

は
不
可
能
で
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
施
工
時

に
１
車
線
通
行
を
確
保
す
る
幅
員
方
向
分

割
方
式
の
場
合
で
も
、
既
設
の
道
路
幅
員

（
10
・
45
ｍ
）
で
は
施
工
時
の
1
車
線
分
の

幅
員
5
・
25
m
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
本
工
事
で

は
床
版
取
替
に
際
し
て
道
路
幅
員
を
1
・

42
m
拡
幅
し
、
施
工
時
の
1
車
線
確
保
と

将
来
の
上
り
線
工
事
に
お
け
る
対
面
通
行

規
制
時
の
幅
員
5
・
25
m
＋
5
・
25
m
を

確
保
す
る
計
画
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
拡
幅
を

伴
う
幅
員
方
向
分
割
方
式
に
よ
る
床
版
取

替
で
す
。ま
ず
床
版
取
替
に
先
立
ち
、既
設

橋
脚
梁
の
1
・
5
m
拡
幅
と
増
設
桁
の
架

設
を
実
施
し
て
、
鋼
4
主
桁
か
ら
鋼
5
主

桁
へ
の
橋
梁
形
式
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

橋
脚
梁
の
拡
幅
に
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
梁
を

用
い
、
既
設
橋
脚
の
補
強
も
兼
ね
た
外

ケ
ー
ブ
ル
配
置
に
て
一
体
化
を
図
る
構
造

と
し
て
、
3
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。次
に
床
版
取
替
は
、
割
付
幅
2
・

0
m
、
標
準
厚
2
2
0
㎜
の
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
P
C
床
版
を
用
い
、Ⅰ
期
走
行
側
、Ⅱ
期

追
越
側
と
し
て
床
版
架
設
機
を
用
い
た
幅

員
方
向
分
割
施
工
を
行
い
ま
し
た
。プ
レ

キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
の
橋
軸
方
向
接
合

（
横
目
地
）、
橋
軸
直
角
方
向
接
合
（
縦
目

地
）に
は
、2
方
向
の
床
版
接
合
の
微
調
整

が
可
能
と
な
る
常
温
硬
化
型
の
U
F
C

（
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）を

用
い
た
新
た
な
接
合
構
造
を
採
用
し
、
本

橋
の
S
字
曲
線
に
お
け
る
床
版
接
合
の
精

度
確
保
、
施
工
の
省
力
化
と
急
速
施
工
を

同
時
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
特
徴
は
、高
速
道
路
本
線
を
介

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
有 効 幅 員
施 工 方 法

弥富高架橋（下り線）床版取替工事
（やとみこうかきょう（くだりせん）しょうばんとりかえこうじ）

中日本高速道路㈱ 
大林組・本間組・加藤建設 JV
愛知県弥富市西中地町～五明
令和元年11月～令和7年4月（令和5年11月本体完成）
改築前：鋼３径間連続４主非合成鈑桁橋×15連
            鋼４径間連続４主非合成鈑桁橋×２連
改築後：鋼３径間連続５主合成鈑桁橋×15連
　　　　鋼４径間連続５主合成鈑桁橋×２連

全橋長 1566.8m（標準橋長 87.3m）
11.690ｍ、11.860m、11.230ｍ
床版取替：床版架設（撤去）機＋床版揚重設備を用いた
               幅員方向分割施工
増設桁：ベント支保工＋クレーン架設
下部工拡幅・補強：プレキャスト梁＋外ケーブル補強

さ
ず
に
床
版
等
の
資
機
材
の
搬
入
・
搬
出

を
行
う
物
流
動
線
の
構
築
で
す
。側
道
に
配

置
し
た
3
基
の
揚
重
設
備
と
、
橋
面
上
に

設
置
し
た
軌
条
設
備
お
よ
び
自
走
式
台
車

に
よ
り
、施
工
箇
所
ま
で
床
版
を
運
搬
す
る

技
術
を
開
発
し
、本
線
で
の
工
事
車
両
の
出

入
り
に
伴
う
渋
滞
や
事
故
を
回
避
し
ま
し

た
。ま
た
、
効
率
的
な
物
流
動
線
の
確
立
に

よ
り
、
床
版
架
設
機
に
よ
る
幅
員
方
向
分

割
施
工
の
急
速
施
工
を
実
現
し
、
高
速
道

路
の
規
制
期
間
を
8
ヵ
月
短
縮
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
が
今
後
の
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
参
考
と
な
り
、地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。   ﹇
㈱
大
林
組 

富
永 

高
行
﹈

▲ 新設床版架設状況（Ⅰ期走行側施工時） ▲ 既設床版搬出状況（Ⅱ期追越側施工時）

▲ 床版取替施工状況（Ⅱ期追越側施工時）▲ プレキャスト拡幅梁架設状況

155

258

421
23

1

飛鳥北IC

南陽IC

富田IC

観音寺南IC

名古屋西IC

弥富IC

桑名東IC

桑名IC

関西本
線

日光川

東名
阪自
動車
道

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

揖
斐
川

長
良
川

弥富高架橋
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東
北
自
動
車
道
仲
田
橋
床
版
取
替
工

事
は
、
当
初
契
約
の
雫
石
川
橋
床
版
取
替

工
事
の
継
続
契
約
工
事
と
し
て
契
約
し

た
仲
田
橋（
上
り
線
）、
滝
名
川
橋（
上
り

線
）、下
川
原
橋
F
ラ
ン
プ
、下
川
原
橋
G

ラ
ン
プ
の
4
橋
の
床
版
取
替
を
行
う
工

事
で
し
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
仲
田
橋（
上
り
線
）は

盛
岡
南
I
C
付
近
に
位
置
し
、
流
出
ラ
ン

プ
と
本
線
車
線
を
有
し
た
21
m
を
超
え
る

広
幅
員
の
単
純
合
成
7
主
鈑
桁
橋
（
橋
長

33
・
7
m
）で
あ
り
、さ
ら
に
桁
下
に
は
県

道
36
号
線
と
立
体
交
差
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

床
版
取
替
施
工
時
に
は
盛
岡
南
I
C
へ

の
流
出
ラ
ン
プ
車
線
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
中
央
分
離
帯
改
良
時
に
新
た
に
仮

ラ
ン
プ
を
構
築
し
、
盛
岡
南
I
C
へ
の
車

線
を
確
保
し
ま
し
た
。仮
ラ
ン
プ
は
、縦
横

断
及
び
平
面
的
な
制
約
か
ら
急
カ
ー
ブ
、

急
勾
配
の
特
殊
線
形
と
な
り
、
薄
層
舗
装

や
路
面
標
示
に
て
流
出
車
両
に
対
す
る
速

度
抑
制
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

21
m
を
超
え
る
広
幅
員
の
新
設
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
で
は
、
製
作
工
場
か

ら
架
設
箇
所
へ
の
運
搬
に
対
す
る
配
慮
が

必
要
で
し
た
。一
般
ト
レ
ー
ラ
ー
で
は
運

搬
で
き
ず
、
ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
を
採
用

し
、
荷
重
支
持
点
に
は
梁
材
と
高
さ
調
整

材
を
配
置
し
、
運
搬
時
床
版
の
損
傷
を
防

止
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
両
橋
台
側
に
4
0
0
t
大

型
ク
レ
ー
ン
計
2
台
を
配
置
し
、計
19
枚
の

床
版
取
替
を
実
施
し
ま
し
た
。馬
蹄
形
ジ
ベ

ル
鋼
材
を
有
し
た
合
成
構
造
の
既
設
床
版

の
切
断
・
撤
去
に
は
、
乾
式
の
水
平
ワ
イ

ヤ
ー
ソ
ー
を
採
用
し
、
交
差
道
路
上
へ
の
汚

濁
水
流
出
を
防
止
し
ま
し
た
。ま
た
、
新
設

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
に
は
間
詰
部
の

型
枠
を
省
略
で
き
る
あ
ご
付
き
構
造
、
壁

高
欄
に
は
当
社
開
発
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
壁

高
欄「
E
Q-

W
a
l
l
」を
採
用
し
、
現

場
作
業
の
省
力
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

仲
田
橋
の
位
置
す
る
盛
岡
市
は
、
岩
手

山
や
姫
神
山
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い

山
々
と
、北
上
川
、中
津
川
、雫
石
川
の
３

つ
の
清
流
に
囲
ま
れ
、「
杜
と
水
の
都
」と

呼
ば
れ
る
自
然
豊
か
な
街
で
す
。新
し
い

床
版
と
な
っ
た
高
速
道
路
を
通
っ
て
、
こ

れ
ら
を
楽
し
む
旅
に
出
か
け
ら
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　

仲
田
橋
を
含
め
、
計
4
橋
の
床
版
取
替

工
事
に
お
い
て
、
厳
し
い
施
工
条
件
を

様
々
な
検
討
・
対
策
を
施
し
な
が
ら
解
決

し
、
現
場
施
工
の
省
力
化
を
実
現
さ
せ
な

が
ら
、
無
事
故
無
災
害
で
所
定
の
規
制
期

間
内
で
床
版
取
替
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。本
工
事
の
関
係
各
位
の
ご
指

導
、ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

          ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱ 

北
川 

祐
至
﹈

17.

Deck replacement work of wide composite girder bridge near an interchange

インターチェンジに近接した
広幅員な合成桁の床版取替工事

The Renewal Project of Nakata Bridge 
by Precast PC slab

仲田橋床版取替工事
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﹈

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員

施 工 方 法

仲田橋床版取替工事
（なかたばししょうばんとりかえこうじ）

東日本高速道路㈱
三井住友建設・ドーピー建設工業 JV
岩手県盛岡市羽場
令和4年7月～令和6年1月
鋼単純合成7主鈑桁橋

33.7m

総幅員 21.475 ～ 19.678m
プレキャストPC 床版による床版取替
（400tクレーン2台）

▲ 床版架設状況

▲ 仮ランプ運用状況

▲ 床版解体状況

▲ 仮ランプ造成状況

120

46
36

盛岡南IC

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

岩手飯岡

東
北
自
動
車
道 仲田橋


